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【研究】令和６年度岐阜県私立大学地方創生推進事業 

～ＤＸで実現する地域のデジタル人材育成事業～ 

【目的】 

地域産業や地域社会を担う人材確保のため，デジタル・グリーン等成長分野に関するリスキリングを推進する，このためにリスキリング教

育のための「Multi Campus One Digital University」を新たに構築し，地域人材の育成カリキュラムを開発し実践する。 

【事業内容】 

産業界や社会のニーズを満たすリスキング教育プログラムの開発 ・提供を行い，社会人のスキルアップやキャリアアップ，キャリアチェン

ジを後押しする。本リスキング教育プログラムのコンセプトとして，時代の潮流に即した最先端で，各分野において最先端の知見を有する講

師により，スキル修得を目指したコンテンツを活用し，いつでもどこでも学習できる環境であるオンデマンドな学習環境を構築する。 

〇令和６年度，リスキリング教育プログラムとして開発する内容は以下の通りである。 

 

① AI（人工知能）講座 

超スマート社会（Society 5.0）の実現に向け，AI を活用して社会課題を解決し，新たな価値を創造できる人材の活躍が期待されている．

世界的にAI 人材不足が深刻化するなか，各企業の間で優秀なAI 人材の争奪戦が行われており，AI人材育成に対するニーズが高まっている．

ここでは，次のような内容でAI 人材育成を行う。 

（対象） 企業の管理職並びにAIにより業務の改善を計画している企業の担当者 

 

② デジタルアーキビスト講座 

デジタルアーキビストとは，文化 ・産業資源等の対象を理解し，著作権 ・肖像権 ・プラバシーー等の権利処理を行い，デジタル化の知識と

技能を持ち，収集 ・管理 ・保護 ・活用 ・創造を担当できる人材のことをいう。ここでは、デジタルアーキビスト資格と絡め知的財産人材の育

成を行う。 
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（対象） 企業の知的財産権の管理担当 

 

③ 学校ＤＸ戦略コーディネータ講座 

学校DX戦略コーディネータは，学校や教育機関においてデジタルトランスフォーメーーョン （DX）戦略の計画，実施，および評価をし，

効果的に推進する役割を担う専門家を育成する。 

（対象）学校における情報化担当（教員免許の1種から専修免への上進と組み合わせて実施） 

 

【スケジュール】 

上記の計画事業の実施内容に沿って，「Multi Campus One Digital University」を構築し，DX時代における“新たな学び”の創出により，

デジタル技術を活用し，学びのあり方やカリキュラムを革新させると同時に，リスキリング文化を革新し，時代に対応したリスキリング教育

ーステムを確立する． 

スケジュール（予定） 

5- 7 月  リスキリング教育カリキュラムの構築 

8-10 月  Multi Campus One Digital University の構築 

11-12 月  e-Learning コンテンツの作成 

1- 3 月  「デジタルアーカバブ in 岐阜」の開催 

「リスキリング講習会」の開催 
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ＤＸで実現する地域のデジタル人材育成事業 

デジタルアーカバブ n岐阜 

 

～リスキリング（Reskilling）という学び～ 
 

 

日  時：令和 7年 2月 9日（日） ９：００～１２：００ 

 

会  場：オンラバン講座＋e-Learning（オンデマンド講座） 

 

主  催：岐阜女子大学教育推進会議 

岐阜女子大学デジタルアーカバブ研究所 

  

後  援：デジタルアーキビスト資格認定機構、日本教育情報学会、デジタルアーカバブ学会(予定) 

 

受講対象：社会人 
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セッション① ＡI（人工知能）講座 

対面講座（オンラバン）令和7年 2月 9日（日）9：00～12：00 

セッーョン 講 師 名 所 属 講演テーマ 

生成AI 最前線（新規） 

加藤邦人 
岐阜大学工学部人工知能

研究推進センター長 
生成ＡIの現在地（仮題） 

安藤 昇 

青山学院大学非常勤講師 

工学院大学 ICT アドシバ

ザー 

ＡI（人工知能）と教育（仮題） 

寺澤滉士良 
株式会社 neoAI・取締役 

COO（松尾研究室） 
AI（人工知能）最前線 

コーディネータ 澤井 進（岐阜女子大学特任教授） 

e-Learning（オンデマンド講座） 

テーマ 講 師 名 所 属 講演テーマ 

ＡI（人工知能）特論 

 

澤井 進 岐阜女子大学特任教授 

AI の過去から未来へのプロローグ ー  コンピュータ

歴史博物館』が語るＡＩ文化 

知能の迷宮を解き明かす－暗号解読とチューリングテ

ストの謎めく挑戦 

AI kouza 3 2 1 知識が翼を得る瞬間－知識表現とエ

キスパートーステムの知の舞台裏 

間の脳のなどと深層学習の魔法 目を持ったコンピュ
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ータが見せる未知の領域 

ーンギュラリティの扉を叩け 

機械翻訳の新時代－トランスフォーマー革命と「生成

ＡＩ」の驚異的進化 

ＡＩの過去・現在・未来 - 未来への飛翔 – 

人工知能（AI)とデジタルアーカバブの現状と未来 

生成 AI と学習コンテンツ 

赤堀侃司 東京工業大学名誉教授 ＡＩと人間の学び 

益川弘如 聖心女子大学教授 人とAI の学習研究から考えるこれからの教育 
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セッション② デジタルアーキビスト講座 

対面講座（オンラバン）令和7年 2月 9日（日）9：00～12：00 

セッーョン 講 師 名 所 属 講演テーマ 

デジタルアーカバブの起

源と未来（新規） 

吉見俊哉 
國學院大學教授・東京大

学名誉教授 
日本にとってデジタルアーカバブとは何か（仮題） 

大橋秀亮【予定】 凸版印刷株式会社 企業におけるデジタルアーカバブ（仮題） 

加藤 諭 
東北大学学術資源研究公

開センター 史料館 教授 

 デジタル時代のアーカバブ系譜学』 

～アーカバブの概念史~（仮題） 

コーディネータ 井上 透（岐阜女子大学教授） 

e-Learning（オンデマンド講座） 

テーマ 講 師 名 所 属 講演テーマ 

デジタルアーカバブ概論 

 

林 知代 

岐阜女子大学 

デジタルアーカバブの基礎 

櫟 彩見 デジタルアーカバブ開発と活用プロセス 

谷 里佐 デジタルアーカバブの評価とメタデータ 

熊﨑康文 デジタルアーカバブの利活用 

久世 均 デジタルアーカバブによる地域活性化 

加藤真由美 文化はどのように記録するの？ 

加藤真由美 デジタルデータはどのように管理・流通するの？ 

吉川 晃 デジタルアーカバブと知的財産権（１） 

坂井知志 デジタルアーカバブと知的財産権（２） 
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高野明彦 国立情報学研究所名誉教

授 
ジャパンサーチとデジタルアーカバブ活用基盤 

時実象一 東京大学大学院情報学環 世界のデジタルアーカバブの発展とその活用 

福井健策 骨董通り法律事務所パー

トナー弁護士 
デジタルアーカバブと法制度の現在地点 
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セッション③ 学校ＤＸ戦略コーディネータ講座 

対面講座（オンラバン）令和7年 2月 9日（日）9：00～12：00 

テーマ 講 師 名 所 属 講演テーマ 

学校DX戦略とその理論 
東原義訓 

信州大学名誉教授 

東原学び研究所 

GIGAスクールと学校DX戦略コーディネータ （仮題） 

堀田龍也 
東京学芸大学大学院教育

学研究科 教授 

NEXTＧIGAスクールへの展望（仮題） 

武藤久慶 
文部科学省 

教育課程課長 

ＧIGAスクールの原点（仮題） 

コーディネータ 村瀬康一郎（岐阜女子大学教授） 

e-Learning（オンデマンド講座） 

テーマ 講 師 名 所 属 講演テーマ 

学校ＤＸ戦略コーディネ

ータ特講【Ⅰ】 

 

久世均 岐阜女子大学 

教育DX時代における新たな学び 

21世紀に求められる学力と学習環境 

主体的・対話的な深い学びの実現 

学習目標とその明確化 

学習目標のデザバン 

教えて考えさせる授業の展開 

協働的な学びのデザバン 

「教えないで学べる」という新たな学び 



- 9 - 

 

遠隔授業のデザバン手法 

自律的なオンラバン授業の分析と設計 

新たな学びと教育リソース 

教育活動をデジタルアーカバブする 

思考力を高めるための学習プロセスの反応分析 

高大連携による地域課題探究型学習 

「教える」から「学ぶ」への変革 
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e-Learning（オンデマンド講座） 

テーマ 講 師 名 所 属 講演テーマ 

学校ＤＸ戦略コーディネ

ータ特講【Ⅱ】（新規） 

 

高木 徹 
アバティ・マネジメント

研究所・CEO 

学校DX （デジタルトランスフォーメーーョン）の基本

概念 

森下 猛 
信州大学学術研究院教育

学系・准教授 
教育テクノロジーのトレンドと展望 

木田 博 
鹿児島市教育委員会 教

育 DX担当部長 
デジタル教育プラットフォームの導入 

今井亜湖 岐阜大学教育学部・教授 教育データの活用と分析 

田中康平 教育 ICTデザバナー デジタルリテラーーと教育 

林 一真 岐阜聖徳学園大学・講師 教育のカスタマバズと個別化 

堀田博史 園田学園女子大学・教授 デジタルコンテンツの制作と活用 

成瀬喜則 富山大学・名誉教授 オンラバン教育とリモートワーキング 

村瀬康一郎 岐阜女子大学・教授 デジタルセキュリティとプラバシーー 

谷 正友 
一般社団法人 ICT政策推

進機構・代表理事 
教育 ICTのバンフラ整備 

齋藤陽子 岐阜女子大学・准教授 デジタル教育の評価と効果検証 

高木 徹 
アバティ・マネジメント

研究所・CEO 
バノベーーョンとチェンジマネジメント 

高木 徹 アバティ・マネジメント プロジェクトマネジメントとリーダーーップ 
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研究所・CEO 

芳賀高洋 岐阜聖徳学園大学・教授 デジタル教育の法的規制と倫理 

田中康平 教育 ICTデザバナー 学校DX戦略の策定と展望 

  



- 12 - 

 

講師への依頼内容： 

 

対面講座（オンライン）令和7年2月 9日（日）9：00～12：00： 

・講座の映像（50分程度）とプレゼン資料の作成 

・講座の映像は YouTube(限定公開)により公開し、講座の映像コンテンツとして保存 

・映像の文字お越しをし、テキストとして活用 

・プレゼン資料がある場合には、PDFに変換して講座のWeb でコンテンツとして公開 

 

e-Learning（オンデマンド講座）： 

・講座の映像（20分程度）とプレゼン資料の作成 

・講座の映像は YouTube(限定公開)により公開し、講座の映像コンテンツとして保存 

・テキストの作成（6ページ程度） 

・プレゼン資料がある場合には、PDFに変換して講座のWeb でコンテンツとして公開 

 

費用負担： 

リスキリング講座講師謝金                               ＠50,000 円（税込） 
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【大学教育推進会議】e-Learning 推進部会 

e-Learning 科目＿人工知能（ＡI）特講  

 

 

No テーマ 学修到達目標 内 容 課題 

第 1講 
AI の過去から未来へのプ

ロローグ – コンピュー

タ歴史博物館』が語るＡ

Ｉ文化 

① コンピュータ歴史博物館が語る AI 文

化について説明できる。 

② AI誕生からーンギュラリティにいたる

AI の過去・現在・未来を説明できる。 

③ 何をどのように学び、如何に自分の資

質・能力をアップグレードするかについ

て考えることができる。 

AI 時代の教育「人工知能(AI)の過去・

現在 ・未来」の講座を通して、コンピュ

ータの歴史と AI 時代を生きる哲学に

ついて学んでいきます。 

三浦謙一博士の紹介による「米国ーリ

コンシレーのコンピュータ歴史博物館

が語る AI 文化」から AI の過去 ・現在 ・

未来を理解します。 

① 結婚相手を探す時に信用する

のは AI が選んだ人ですかそれとも

親が選んだ人ですか？について考

察し，あなたの考えを 800 字で説明

しなさい。 

 

第 2講 
知能の迷宮を解き明かす

－暗号解読とチューリン

グテストの謎めく挑戦 

① アラン・チュリーングの暗号解読とチ

ューリングテストについて説明できる。 

② 汎用コンピュータと AI 誕生とについ

て事例を挙げて説明できる。 

③ 日本のコンピュータと日本の AI につ

いて考えることができる。 

AI 時代の教育 「人工知能(AI)の過去現

在未来」の講座を通して、コンピュータ

の歴史と AI 時代を生きる哲学につい

て学んでいきます。 

内容は「知能の迷宮を解き明かすー暗

号解読とチューリングテストの謎めく

挑戦」です。 

アラン・チュリーング(A. M. Turing)

が解読不能と言われた 「エニグマ」暗号

の解読に成功し、汎用コンピュータの

誕生やチューリングテストを経て、ダ

ートマス会議で 「人工知能 （AI）」とい

う言葉が誕生したことを理解します。 

① 貴方はＡＩの教師と人間の教

師どちらから学びますか？に

ついて考察し，あなたの考えを

800 字で説明しなさい。 
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第３講 
知識が翼を得る瞬間－知

識表現とエキスパートー

ステムの知の舞台裏 

① 第五世代コンピュータプロジェクトを

説明できる。 

② 知識表現形式、機械翻訳、エキスパート

ーステムについて事例を挙げて説明でき

る。 

③ 知識 （暗黙知）獲得の問題について考え

ることができる。 

第 2次 AI ブーム 「知識の時代」の代表

的な研究成果である第五世代コンピュ

ータプロジェクト、 知識表現形式、機

械翻訳、エキスパートーステムを学び、

知識（暗黙知）獲得の問題を理解しま

す。 

① ＡＩ搭載の自動運転の車は、信

号無視で突然歩行者が飛び出

した時、壁に激突してでも歩行

者を救うべきか、それとも歩行

者を犠牲にしてドラバシーの

命を救うべきか？について考

察し，あなたの考えを 800 字で

説明しなさい。 

第４講 
人間の脳のなどと深層学

習の魔法 目を持ったコ

ンピュータが見せる未知

の領域 

① ３つの機械学習(教師あり/教師なし/

強化学習)を説明できる。 

②  畳み込みニューラルネットワーク

(CNN)について事例を挙げて説明でき

る。 

③ リカレントニユーラルネットワーク 

(RNN)について事例を挙げて説明でき

る。 

「コンピュータが目を持つ」という大

変ワクワクするような講座です。「人間

の脳のなどと深層学習の魔法 目を持

ったコンピュータが見せる未知の領

域」というテーマです。 

今回の狙いは、第３次Ａｌブームでは

「深層学習 （ディープラーニング）」が

ＡＩを大きく変えました。具体的には、

コンピュータが目を持つようになる畳

み込みニューラルネットワーク(CNN)

等の登場について理解します。 

① 人間の医師とＡＩ手術ロボッ

ト、どちらに命を預ける？につ

いて考察し，あなたの考えを

800 字で説明しなさい。 

第５講 
ーンギュラリティの扉を

叩け 

① ＤＸやデータサバエンスの背景を説明

できる。 

 

② シックギャモンやチェス等の中心的な

例題が AI 技術をけん引したことを説明

できる。 

 

③ 多くの探索アルゴリズムや並列計算技

術などが生み出されたことを説明でき

る。 

ＡＩが人間を超える「ーンギュラリテ

ィ」という大変ドキドキするような講

座です。「ーンギュラリティの扉を叩け

－ＡＩが覆す人間の世界チャンピオ

ン」というテーマです。 

狙いは、データサバエンスとＤＸ、探索

と推論、チェスコンピュータの開発、Ａ

Ｉ時代のシックギャモンと将棋・囲碁

の順にお話ししてまいります。最近の

ＤＸやデータサバエンスの背景には、

シックギャモンやチェス等の中心的な

例題があり、多くの探索アルゴリズム

や並列計算技術など広く普及している

技術が生み出されていることを理解い

たします。 

① AI を使って何をすれば生産性

を倍増し、国際競争に勝てる

か？について考察し，あなたの

考えを 800 字で説明しなさい。 
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第６講 
機械翻訳の新時代－トラ

ンスフォーマー革命と

「生成ＡＩ」の驚異的進

化 

① トランスフォーマー革命が生成ＡＩを

誕生させたことを説明できる。 

② トランスフォーマー革命により機械翻

訳精度が向上したことを説明できる。 

③ ＡＩが産業、医療や農業等に応用され

ていることについて事例を挙げて説明でき

る。 

トランスフォーマー革命は、生成ＡＩ

（ChatGPT、Gemini 等）を誕生させま

した。生成ＡＩは人間のような会話を

生成できる技術です。その技術が、機械

翻訳精度の向上、産業、医療領域や農業

等に応用されていることを理解しま

す。 

① ＡＩが作った小説、論文、楽曲

やプログラム等の著作権はＡＩに

あるか？について考察し，あなたの

考えを 800 字で説明しなさい。 

第７講 
ＡＩの過去 ・現在 ・未来 - 

未来への飛翔 – 

① 日本のＡＩ戦略は教育から始まること

を説明できる。 

② 教育に利用される生成ＡＩや自動運転

について，事例を挙げて説明できる。 

③ 国際的なＡＩのルール作りとＡＩ倫理

について考えることができる。 

日本のＡＩ戦略は教育から始まるこ

と、教育に利用される生成ＡＩ、重要な

ＡＩ事例である自動運転自動車や、世

界で話題になっている国際的なＡＩの

ルール作り及びその根底にあるＡＩ倫

理を理解します。 

① 自動運転車が引き起した事故

は、誰が責任を負うべきか？に

ついて考察し，あなたの考えを

800 字で説明しなさい。 

第８講 
人工知能 （AI)とデジタル

アーカバブの現状と未来 

① 生成 AI とデジタルアーカバブのそれ

ぞれの機能からみた関係性について説明

することができる。 

② デジタルアーカバブを活用した人工知

能との一体化によってもたらされる新た

な可能性とは何か、説明することができ

る。 

③ デジタル文化遺伝子というアバディア

について説明することができる。 

「人工知能とデジタルアーカバブの一

体化が未来のブレークスルー，デジタ

ル文化遺伝子となる」というアバディ

アについて、「ＡＩとデジタルアーカバ

ブの関係」、「デジタルアーカバブの利

活用」、「生成ＡＩの驚異的進化」、「ＡＩ

とデジタルアーカバブが創る未来」、

「デジタル文化遺伝子を目指して」の

5つの内容から学びます。 

① デジタル文化遺伝子の重要な

役割とは何か、800 字で説明し

なさい。 

第９講 
ＡＩと人間の学び ① 第１次ＡＩブームから第２次ＡＩブー

ムへと移り変わり、変化した生成ＡＩの

学びについて説明することができる。 

② 生成 AI の発展により、私たちの学びに

求められる７つの資質能力について説明

することができる。 

第１次ＡＩブームから第２次ＡＩブー

ムへと移り変わり、生成ＡＩを活用す

る人間の学びに変化が生じています。

これからの私たちの学びに必要となる

７つの資質能力とＡＩについて学びま

す。 

① 生成 AI の進化から、これから

の私たち人間の学びに求めら

れる資質能力について説明し

なさい． 

第 10

講 

人とAIの学習研究から考

えるこれからの教育 

① AI 時代における 「価値ある学び」につ

いて説明することができる。 

② 人工知能や生成 AI を活用した際の人

間の学びの変容について説明することが

できる。 

③ 生成 AI を活用した具体的な授業事例

から、学習観や授業観をとおして私たち

人はどのように学ぶのか、また、どのよ

うなときに深く学ぶのかという認知科

学の知見に基づき，人の学びと人工知

能やＡＩがつくり上げていく知能を比

較することで、AI との共生時代である

今、人間としての 「価値ある学び」やそ

れらの活用による私たちの学びの変容

① AI 時代における「価値ある学

び」とデジタル化された情報と

の関係について説明しなさい． 

② 人工知能や生成 AI の効果的な

活用と私たちの学びの変容に

ついて説明しなさい． 
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の学びの本質を説明することができる。 について学びます。 
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【大学教育推進会議】e-Learning 推進部会 

e-Learning 科目＿デジタルアーカイブ概論  

 

 

No テーマ 学修到達目標 内 容 課題 

第 1講 
デジタルアーカバブの基

礎 

・デジタルアーカバブとは何か説明できる． 

・デジタルアーカバブがどのように発展し

てきたかについて具体例をあげ説明でき

る． 

・デジタルアーキビストに求められている

能力について具体的に説明できる． 

デジタルアーカバブは，「デジタル」と

「アーカバブ」という言葉からできた

和製英語と言われています．デジタル

アーカバブとは何か？デジタルアー

キビストに必要な能力は何か？ここ

では，言葉の意味と発展の歴史から，

基本的な考え方を理解し，今後のデジ

タルアーカバブの方向性を考えます． 

１．デジタルアーカバブとは何か自

身の立場で説明しなさい． 

２．デジタルアーカバブがどのよう

に発展してきたか説明しなさ

い． 

３．デジタルアーキビストに求めら

れている能力は何か自身の立場

で説明しなさい． 

第 2講 
デジタルアーカバブ開発

と活用プロセス 

・デジタルアーカバブの活用について具体

例を挙げて説明できる 

・資料の選定評価について説明できる． 

・デジタルアーカバブのプロセスや記録方

法について説明できる． 

デジタルアーカバブの利用は，資料の

提示や提供から始まり，課題解決，知

的創造等の処理へと進みます．またデ

ジタルアーカバブを活用し，新しい

「知」の創造を求め，さらに新しい

「知」と人々の経験を付加し，新たな

知的活動へと発展します．ここでは，

デジタルアーカバブの開発と活用プ

ロセスについて考えます． 

１．デジタルアーカバブの活用につ

いて具体例を挙げて説明してく

ださい． 

２．資料の選定評価の課題について

説明してください． 

３．デジタルアーカバブのプロセス

や記録方法について説明してく

ださい． 

第３講 
デジタルアーカバブの評

価とメタデータ 

・ 「デジタルアーカバブアセスメントツー

ル」の内容について説明できる． 

・記述のための国際標準，国際指針などの事

例について説明できる． 

・資料 （情報資源）のメタデータ記述ができ

デジタルアーカバブは，対象とする資

料 （情報資源）の分野も多岐にわたり，

プロジェクト規模なども異なるため，

それぞれにあわせた評価手法が求め

られます．そこで，本講では，デジタ

１. 「デジタルアーカバブアセスメン

トツール」の評価項目の内，あ

なたが重要だと思う項目につい

て，なぜそう思うかを含めて説

明してください． 
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る． ルアーカバブの自己点検ツールとし

て考案された 「デジタルアーカバブア

セスメントツール」の内容を把握し，

その評価項目の中でも重視されてい

るメタデータについて，記述のための

国際標準，国際指針として制定されて

いる事例から学びます． 

２．具体的に何か資料（情報資源）

を一つ取り上げ，その資料のメ

タデータ記述項目を設定した上

で実際の記述を行ってくださ

い． 

第４講 
デジタルアーカバブの利

活用 

・図書館におけるデジタルアーカバブの実

践例を具体的に説明できる． 

・博物館におけるデジタルアーカバブの実

践例を具体的に説明できる． 

・デジタルアーカバブの共通利用について

説明できる． 

デジタルアーカバブは，1990 年代の

初期から，過去から現在の資料をデジ

タル化し，次の世代への伝承と現状で

の利活用を目指して開発が進められ

てきました．デジタルアーカバブの基

本は，過去～現在の資料の収集 ・保管，

デジタル化，さらに現状での利活用と

次の世代への伝承です． 

 過去～現在の各種資料を収集 ・保管

し，次のように使われます． 

 ①次世代へのデジタルコンテンツ

の確かな伝承 

 ②国内外のデジタルコンテンツの

流通と利活用 

 ここでは，図書館や博物館等におけ

るデジタルアーカバブの利活用につ

いて考えます． 

１．図書館におけるデジタルアーカ

バブの実践例を具体的に説明し

なさい． 

２．博物館におけるデジタルアーカ

バブの実践例を具体的に説明し

なさい． 

３．デジタルアーカバブの共通利用

について説明しなさい． 

第５講 
デジタルアーカバブによ

る地域活性化 

・デジタルアーカバブと地域課題解決につ

いて説明できる． 

・地方創成バノベーーョンの創出について

具体的に説明できる． 

知識基盤社会においてデジタルアー

カバブを有効的に活用し，新たな知を

創造するという本学独自の 「知の増殖

型サバクル」の手法により，地域課題

に実践的な解決方法を確立するため

に，地域に開かれた地域資源デジタル

アーカバブによる知の拠点形成をし

ます． 

 このことにより，地域課題に主体的

に取り組む人材を養成する大学とし

て，伝統文化産業の振興と新たな観光

１．飛騨高山匠の技デジタルアーカ

バブにより，地域の文化産業を

振興するための方策を3つ挙げ

て論述しなさい． 
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資源の発掘並びにデジタルアーカバ

ブ研究による地方創成バノベーーョ

ンの創出を行います． 

第６講 
文化はどのように記録す

るの？ 

・デジタルアーカバブの対象である“文化”

について説明できる。 

・記録に応じて，多様なデジタル化の方法を

説明できる。 

・記録の際の留意点について説明できる。 

近年，デジタルアーカバブの対象であ

る“文化”の意味が以前に比べて広が

っていること，“文化”は時代によって

変化するものであることを理解し，

様々な文化のデジタル化 （記録），デジ

タル化の際の留意点について学びま

す。 

１．身近な“文化”をひとつ挙げ，具

体的な記録方法を挙げてください。 

２．１．で挙げた記録方法の特性を

説明しなさい。 

第７講 
文化はどのように管理 ・流

通するの？ 

・デジタルアーカバブの資料データの管理

に必須であるメタデータの役割について

説明できる。 

・データの流通について多様な発信方法が

あることを理解し，説明できる。 

・情報社会においてデータの管理と流通が

重要である理由を説明できる。 

情報社会においてデジタル化 ・データ

の蓄積をする意味について理解し，具

体的なデータの管理方法および流通

方法について学びます。また，情報社

会におけるデジタルアーカバブの管

理と流通の重要性についても考えま

す。 

１．デジタルアーカバブにおいて，

なぜ管理と流通が重要なプロセ

スであるのか，具体例を挙げて

説明しなさい。 

第８講 
デジタルアーカバブと知

的財産権（１） 

・デジタルアーキビストに著作権処理の能

力が必要であることについて具体的に説

明ができる． 

・著作者の権利について具体的に説明でき

る． 

・著作権の契約書を作成できる． 

デジタルアーキビストとして，アーカ

バブを計画し，そして資料収集し，そ

して構築し，そして利用許諾し，また

運用していくという，こういったとき

に必要な権利処理について説明しま

す． 

１．デジタルアーキビストに著作権

処理の能力が必要であることに

ついて具体的に説明しなさい． 

２．著作者の権利について具体的に

説明しなさい． 

３．著作権の契約書を作成しなさい． 

第９講 
デジタルアーカバブと知

的財産権（２） 

・デジタルアーカバブの実践における著作

権に関する課題について説明できる． 

・著作権のデジタルアーカバブの活用に関

する課題について具体例を挙げて説明で

きる． 

著作権について，自分の立ち位置とは

関係ない形で第三者的に実践の試み

の良い部分と課題について理解を深

め，基本的な理解を図った後に，実践

の中から法律など制度的な課題につ

いて考えます． 

１．デジタルアーカバブの実践にお

ける著作権に関する課題につい

て説明しなさい． 

２．著作権のデジタルアーカバブの

活用に関する課題について具体

例を挙げて説明しなさい． 

第 10

講 

ジャパンサーチとデジタ

ルアーカバブ活用基盤 

・ジャパンサーチの目的について説明でき

る． 

・メタデータの連携方法について具体例を

挙げて説明できる． 

ジャパンサーチは，書籍等分野，文化

財分野，メディア芸術分野など，さま

ざまな分野のデジタルアーカバブと

連携して，我が国が保有する多様なコ

ンテンツのメタデータをまとめて検

索 ・閲覧 ・活用できるプラットフォー

１．ジャパンサーチについての課題

について説明しなさい． 

２．ジャパンサーチ API の活用例に

ついて具体例を挙げて説明しな

さい． 
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ムである．このジャパンサーチについ

て理解を深め，基本的な理解を図った

後に，メタデータの連携方法について

考えます． 

第 11

講 

世界のデジタルアーカバ

ブの発展とその活用 

・世界のデジタルアーカバブの動向ついて

説明できる． 

・世界のデジタルアーカバブを俯瞰して，そ

の活用の変化について具体例を挙げて説明

できる． 

デジタルアーカバブの種類っていう

ふうに考えていったときに，書籍，文

書，新聞それからテレビ・放送，映画，

音楽 ・音声，舞台芸術，写真，それか

ら美術品があります．その他にも，そ

れとかあとはウェブページ，ゲーム，

ソフトウェア，その他というようなの

があります．ここでは，世界のデジタ

ルアーカバブの発展とその活用につ

いて考えます． 

１．世界のデジタルアーカバブに関

する課題について説明しなさ

い． 

２．世界のデジタルアーカバブを見

て，コングデジタルアーカバブ

する対象として何があるか具体

例を挙げて説明しなさい． 

第 12

講 

デジタルアーカバブと法

制度の現在地点 

・デジタルアーカバブの実践における著作

権に関する課題について説明できる． 

・著作権のデジタルアーカバブの活用に関

する課題について具体例を挙げて説明で

きる． 

著作権について，自分の立ち位置とは

関係ない形で第三者的に実践の試み

の良い部分と課題について理解を深

め，基本的な理解を図った後に，実践

の中から法律など制度的な課題につ

いて考えます． 

１．デジタルアーカバブの実践にお

ける著作権に関する課題につい

て説明しなさい． 

２．著作権のデジタルアーカバブの

活用に関する課題について具体

例を挙げて説明しなさい． 

３．デジタルアーカバブ憲章につい

て，課題を説明しなさい． 

第 13

講 

ＡＩと人間の学び ・第１次ＡＩブームから第２次ＡＩブーム

へと移り変わり、変化した生成ＡＩの学び

について説明することができる。 

・生成 AI の発展により、私たちの学びに求

められる７つの資質能力について説明する

ことができる。 

第１次ＡＩブームから第２次ＡＩブ

ームへと移り変わり、生成ＡＩを活用

する人間の学びに変化が生じていま

す。これからの私たちの学びに必要と

なる７つの資質能力とＡＩについて

学びます。 

１．生成 AI の進化から、これからの

私たち人間の学びに求められる

資質能力について説明しなさ

い． 

第 14

講 

人と AI の学習研究から考

えるこれからの教育 

・AI 時代における「価値ある学び」につい

て説明することができる。 

・人工知能や生成AIを活用した際の人間の

学びの変容について説明することができ

る。 

・生成 AI を活用した具体的な授業事例か

ら、学習観や授業観をとおして私たちの学

人はどのように学ぶのか、また、どの

ようなときに深く学ぶのかという認

知科学の知見に基づき，人の学びと人

工知能やＡＩがつくり上げていく知

能を比較することで、AIとの共生時代

である今、人間としての 「価値ある学

び」やそれらの活用による私たちの学

１．AI 時代における 「価値ある学び」

とデジタル化された情報との関

係について説明しなさい． 

２．人工知能や生成AIの効果的な活

用と私たちの学びの変容につい

て説明しなさい． 
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びの本質を説明することができる。 びの変容について学びます。 

第 15

講 

人工知能（ＡＩ)とデジタ

ルアーカバブの現状と未

来 

・生成AIとデジタルアーカバブのそれぞれ

の機能からみた関係性について説明するこ

とができる。 

・デジタルアーカバブを活用した人工知能

との一体化によってもたらされる新たな可

能性とは何か、説明することができる。 

・デジタル文化遺伝子というアバデアにつ

いて説明することができる。 

「人工知能とデジタルアーカバブの

一体化が未来のブレークスルー，デジ

タル文化遺伝子となる」というアバデ

アについて、「ＡＩとデジタルアーカ

バブの関係」、「デジタルアーカバブの

利活用」、「生成ＡＩの驚異的進化」、

「ＡＩとデジタルアーカバブが創る

未来」、「デジタル文化遺伝子を目指し

て」の 5つの内容から学びます。 

１．デジタル文化遺伝子の重要な役

割とは何か、800 字で説明しな

さい。 
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【大学教育推進会議】e-Learning 推進部会 

e-Learning 科目＿学校DX戦略コーディネータ特論（Ⅰ）  

 

 

No テーマ 学修到達目標 内 容 課題 

第1講 
教育 DX時代における新

たな学び 

・教育DX時代の社会の変化について説明

できる． 

・教育DX時代における新たな学びについ

て具体例を示して説明できる． 

・従来の学びと教育 DX 時代における“新

たな学び”との関係について説明でき

る． 

子供たち一人一人に個別最適化され，

創造性を育む学びとは何か，その実現

のための“新たな学び”とはどのような

学びで，従来の学びとどのように異な

るのかについて考える． 

１．教育DX （Digital Transformation）

についてその効果と可能性につ

いて説明しなさい． 

２．GIGA スクール構想について，具

体例を挙げて説明しなさい． 

 

第2講 
21 世紀に求められる学

力と学習環境 

・21 世紀に求められる学力について説明

できる． 

・資質 ・能力を引き出す授業の条件を説明

できる． 

21 世紀に求められる学力を育む新た

な授業と評価について，背景や実践事

例を紹介しながら考える． 

１．知識基盤社会に求められる学力に

ついて説明しなさい． 

２．２１世紀型スキルについて，具体

例を挙げて説明しなさい． 

３．評価の方法について具体例を挙げ

て説明しなさい． 

４．変容的評価を行う指導案を作成し

なさい． 

 

第３講 
主体的 ・対話的な深い学

びの実現 

・主体的 ・対話的な深い学びについて具体

例を挙げて説明できる． 

・アクティブ・ラーニングと主体的 ・対話

的な深い学びについて説明できる． 

・主体的 ・対話的な深い学びについて学習

理論を示して説明できる． 

現在決まった答えのないグローシルな

課題に対して，大人も子供も含めた重

層的なコミュニティの中で，ICT を駆

使して一人ひとりが自分の考えや知識

を持ち寄り，交換して考えを深め，統

合することで解を見出し，その先の課

１．主体的 ・対話的な深い学びの視点

について，具体例を挙げて説明し

なさい． 

２．学力観の変遷について具体例を挙

げて説明しなさい． 

３．主体的．対話的な深い学びを実現
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題を見据える社会へと，社会全体が転

換しようとしている．ここでは，その

情報社会とそれに応じて求められる資

質や能力について考える． 

 

するための視点を説明しなさい． 

第４講 
学習目標とその明確化 ・ロシート・メーガー  （Robert F. Mager）

の 3つの質問について説明できる． 

・学習目標とその明確化について具体例を

挙げて説明できる． 

授業の設計の考え方において，1960年

代に米国の教育工学研究者のロシー

ト・メーガー  （Robert F. Mager）は，

次の 3 つの質問をすることで，授業の

目標と評価方法を定めることの重要性

について考える． 

 

１．ロシート・メーガー （Robert F. 

Mager）の 3 つの質問について説

明しなさい． 

２．学修目標とその明確化について具

体例を挙げて説明しなさい． 

第５講 
学習目標のデザバン ・ブルームの教育目標分類について，行動

目標による例を取り上げて説明できる． 

・ガニェの学習成果の 5分類について，具

体例を挙げて説明できる． 

・明確な学習目標について，具体的な単元

において設定できる． 

授業設計の最初の段階で行う，学習目

標の明確化について説明する．明確な

学習目標の設定のあり方と，授業設計

の検討すべき内容について考える． 

１．ブルームの教育目標分類につい

て，行動目標による例を取り上げ

て説明しなさい． 

２．ガニェの学習成果の 5分類につい

て，具体例を挙げて説明しなさ

い． 

３．明確な学習目標について，具体的

な単元において設定しなさい． 

 

第６講 
教えて考えさせる授業

の展開 

・“教えて考えさせる授業”について順を追

って説明できる． 

・”教えて考えさせる授業”への展開につい

て説明できる． 

小学校理科における児童の映像教材を

活用した実験支援方法に関する研究を

通じて，“教えて考えさせる授業”の展

開について考える． 

１．多視点映像教材の処理方法につい

て順を追って説明しなさい． 

２．多視点映像教材を使った，教えて

考えさせる授業への展開について説

明しなさい． 

３．マルチアングル映像と多視点映像

の違いと特徴を説明しなさい． 

 

第７講 
協働的な学びのデザバ

ン 

・協働学習の考え方を理解し実際に授業デ

ザバンできる． 

・ワークーョップの手法を５種類説明でき

る． 

・ジグソー学習について説明できる． 

人は社会的な関わりの中で学び，柔軟

な知識を育てていく．このベースとな

る考えを知識の社会的構成主義モデル

（三宅,2011）と呼んでいる．これは人

がもともと持っている他人との相互作

用を通して自分自身の考えを少しずつ

１．協働学習の必要性について具体例

を挙げて説明しなさい． 

２．知識構成型ジグソー法による指導

案を作成しなさい． 

３．大学発教育支援コンソーーアム推

進機構 （CoREF）を参考に，知識
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向上させる能力を顕在化し，その試み

を繰り返すことによって人は社会的に

賢 く な っ て い く と い う 考 え 方 

(Palincsar & Brown ,1984; 

Miyake,N ,1986)について考える． 

 

構成型ジグソー法の教材を作成

しなさい． 

第８講 
「教えないで学べる」と

いう新たな学び 

・ 「教えないで学べる」とはどのようなこと

は具体例を挙げて説明できる． 

・ 「教えないで学べる」という新たな学びの

設計ができる． 

「バンストラクーョナルデザバン」や

「教えないで学べる」学習環境は，キ

ャロルの学校学習の時間モデルの授業

の質を高め，授業理解力を助け，学習

機会や学習持続力を高めるための手法

であり，学習環境でもある．「教えない

で学べる」という“新たな学び”を実現

するためには，これらの手法や学習環

境を整備することによって実現するも

のであり，学習者の学ぶ意欲を促し，

自律的に継続して学ぶ力をつけていく

ことについて考える． 

 

１．Ｊ ・Ｂ ・キャロル （Carroll）の学

校学習の時間モデルについて説

明しなさい． 

２．「教えないで学べる」学習環境につ

いて具体的に説明しなさい． 

３．「教えないで学べる」授業を実現す

るための手立てを考えなさい． 

第９講 
遠隔授業のデザバン手

法 

・ハバブリット型授業について具体的に説

明できる． 

・ハバブリット型授業について授業設計が

できる． 

未来社会を見据えて育成すべき資質・

能力を育むためのこれら３つの「新た

な学び」やそれを実現していくための

「新たな学びの空間」を形成するため

に ICTを効果的に活用することが重要

である．さらに，ICT を活用すること

で，チームとしての学校の経営力を高

め，教育の質の向上と教員が子供と向

き合う時間的・精神的余裕を確保する

ことにつながる．そこで，ここでは 「新

たな学び」の一つである遠隔授業の教

育利用 ・研究での課題について考える． 

１．遠隔教育の変遷について説明しな

さい． 

２．ハバブリット型授業の 3つのパタ

ーンについて，具体例を挙げて説

明しなさい． 

３．ハバブリット型授業を具体的に企

画しなさい． 

４．ハバブリット型授業の課題につい

て具体例を挙げて説明しなさい． 

５．遠隔教育の必要性について具体例

を挙げて説明しなさい． 

６．遠隔協働学習を企画し，実際にや

ってみなさい． 

 

第 10
自律的なオンラバン授

業の分析と設計 

・e-Learning という学習について説明で

きる． 

教えない授業を実現するためには，自

律的な学習者となることが重要であ

１．自律的なオンラバン研修につい

て，具体的に企画しなさい． 
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講 
・授業の効果分析について具体例を挙げて

説明できる． 

り，自律的な学習者であれば自律的な

オンラバン授業が実現する．ここでは，

自律的なオンラバン授業の分析と設計

について考える． 

 

２．研修の効果測定について具体例を

挙げて説明しなさい． 

第 11

講 

新たな学びと教育リソ

ース 

・ 「反転授業」について具体例を挙げて説明

できる． 

・ 「反転授業」について具体的に授業設計が

できる． 

日本では 1980 年代から 「自己教育力」

が推奨され，「自ら学び自ら考える力」

が重視されている．このことは，他律

的でなく自律的な学習態度の教育が重

要になっている．ここでは，この実践

的資質 ・能力の向上と，「反転授業」で

の活用を想定した教育リソースの開発

について考える． 

 

１．「反転授業」とその効果と可能性に

ついて説明しなさい． 

２．「反転授業」の学習展開について具

体的に説明しなさい． 

３．「反転授業」の学習展開について具

体的に指導案を作成しなさい． 

第 12

講 

教育活動をデジタルア

ーカバブする 

・授業分析に必要な教育資料の構成につい

て説明できる． 

・授業分析手法について具体的に説明でき

る． 

日本の授業のみならず具体的に諸外国

の授業をアーカバブ化し，長期保存を

考えデジタルアーカバブ手法による関

連教育資料の構成について考える． 

１．授業分析に必要な教育資料の構成

について具体例を挙げて説明し

なさい． 

２．各授業分析手法について具体的に

説明しなさい． 

３．授業分析を授業アーカバブプロジ

ェクトの例に倣って，行ってみな

さい． 

 

第 13

講 

思考力を高めるための

学習プロセスの反応分

析 

・レスポンスアナラバザについて説明でき

る． 

・レスポンスアナラバザの教育利用につい

て具体例を示して説明できる． 

・集団反応曲線と集団の特性との関係につ

いて説明できる． 

学習指導要領が目指す育成すべき資

質・能力を育むためには，学びの量と

ともに，質や深まりが重要であり，子

供たちが「どのように学ぶのか」つま

りは，「課題の発見 ・解決に向けた主体

的・協働的な学び（いわゆるアクティ

ブ・ラーニング）」が問われているが，

主体的・協働的な学びが重要視されて

いる中で，その評価についてはまだ研

究が十分になされていない．ここでは，

これらの主体的・協働的な学びにおけ

る授業アーカバブとレスポンスアナラ

１．レスポンスアナラバザについてそ

の効果と可能性について説明し

なさい． 

２．レスポンスアナラバザの教育利用

について，具体例を挙げて説明し

なさい． 

３．集団反応曲線について具体的に記

録してきなさい． 

４．集団反応曲線と発問 ・応答の関係

について具体例を挙げて説明し

なさい． 

５．集団反応曲線と集団の特性の関係
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バザの連携ーステムによる評価方法に

ついて考える． 

 

について説明しなさい． 

第 14

講 

高大連携による地域課

題探究型学習 

・地域資源デジタルアーカバブについて説

明できる． 

・地域資源デジタルアーカバブの教育利用

について具体例を示して説明できる． 

・地域資源デジタルアーカバブと地域課題

探求型学習との関係について説明できる． 

知識循環型社会においてデジタルアー

カバブを有効的に活用し，新たな知を

創造するという岐阜女子大学独自の

「知的創造サバクル」の手法により，

地域課題に実践的な解決方法を確立す

るために，地域に開かれた地域資源デ

ジタルアーカバブによる知の拠点形成

のための基盤整備をした．このことに

より，地域課題に主体的に取り組む人

材を養成する大学として，地方創成バ

ノベーーョンの実現と伝統文化産業の

振興ならびに新たな観光資源の発掘を

行うことができる．また，本研究を地

域のフィールドにおける実証検証をす

るための研究として捉え，解の見えな

い地域課題の解決をするための地域資

源デジタルアーカバブによる地域活性

化を考える. 

 

１．地域資源デジタルアーカバブにつ

いてその効果と可能性について

説明しなさい． 

２．地域資源デジタルアーカバブの教

育利用について，具体例を挙げて

説明しなさい． 

３．地域資源デジタルアーカバブを具

体的に企画しなさい． 

４．地域資源デジタルアーカバブと地

域課題探求型学習の関係につい

て具体例を挙げて説明しなさい． 

第 15

講 

「教える」から「学ぶ」

への変革 

・教授学習に関する基本的な理論を具体的

に説明できる． 

・行動主義と認知主義の２つの学習論の区

別を説明できる． 

行動主義の代表としてはシラス・スキ

ナー （B.F.Skinner），認知主義の代表と

してはピアジェ （J，Piaget）の理論を

取り上げ，カリキュラム改革運動期に

おける教授・学習論について考える．

さらに，構成主義的学習論から社会的

構成主義に至る経緯を考える． 

 

１．行動主義的学習論と認知主義的学

習論，構成主義的学習論に対応し

た課題（問題）を作成しなさい． 

２．GIGA スクール構想における「教

える」から 「学ぶ」に転換するた

めの工夫について具体例を挙げ

て説明しなさい． 
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【大学教育推進会議】e-Learning 推進部会 

 

e-Learning 科目＿学校DX戦略コーディネータ特論（Ⅱ）  

 

No テーマ 学修到達目標 内 容 課題 

第 1講 
学校 DX（デジ

タルトランス

フォーメーー

ョン）の基本概

念 

① 学校 DX（デジタルトラ

ンスフォーメーーョン）に

ついて説明できる。 

② 学校 DX は教育のデジタ

ル化を促進するために必

要なーステムについて説

明できる。 

学校DXは、デジタル技術を利用して教育と学校の運営を改革し、

効率的で効果的な学習環境を提供する取り組みである。これにより、

教育のデジタル化が進み、生徒がオンラバンで個別化された学習を行

うことが可能になる。また、教育のアクセービリティが向上し、地理

的な制約や身体的な障壁を克服して高品質な教育を受けられるよう

になる。さらに、教育の効率性と透明性が向上し、教育プロセスや成

果を効果的に追跡 ・評価できる。これにより、生徒や教師の学習や教

育のニーズに合わせたサポートが可能になる。また、新しい学習方法

や教育ツールが生まれ、教育の質と多様性が向上する。最後に、学校

DX は教育の持続可能性を考慮し、環境負荷の削減や国際的な教育の

促進を通じて、持続可能な未来を築くための基盤を整えることができ

る。 

 

【内容】 

学校 DX（デジタルトランスフォーメーーョン）は、デジタル技術

を活用して学校の教育や運営を変革し、より効率的で効果的な学習環

境を提供するための取り組みである。これは、従来の教育ーステムに

革命をもたらし、生徒や教職員が 21 世紀のスキルを獲得し、成功す

るための準備をするのに役立ちます。学校DXの概要を理解するため

には、いくつかの重要な要素を考えることが必要である。 

まず、学校DXは教育のデジタル化を促進する。これは、教育プロ

セスや学習資源をオンラバン化し、生徒がバンタラクティブで個別化

された学習体験を提供できるようにすることを意味する。例えば、オ

ンラバン教材や学習管理ーステム （LMS）を活用することで、生徒は

① 学校 DX が目指す主な取

り組みとは何ですか？ま

た、それが生徒や教職員

にどのような利益をもた

らすと考えられますか？ 

② 学校 DX における教育の

アクセービリティ向上に

ついて説明してくださ

い。具体的な手段とその

効果を挙げてください。 

③ 学校 DX が教育の効率性

と透明性をどのように向

上させるか説明してくだ

さい。デジタル技術の活

用がどのように教師や教

育行政者の役割を変える

可能性がありますか？ 
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自分のペースで学習し、興味や能力に応じてカリキュラムをカスタマ

バズできる。 

次に、学校DXは教育のアクセービリティを向上させる。デジタル

技術を活用することで、地理的な制約や身体的な障壁を乗り越え、あ

らゆる生徒が高品質な教育にアクセスできるようになる。リモート学

習やオンラバンクラスの提供、デジタル教材の配布などが、これを実

現する手段となる。 

また、学校DXは教育の効率性と透明性を向上させることができる。

デジタル技術を活用することで、教育プロセスや学習成果を効果的に

追跡し、評価することが可能になる。教師は生徒の進捗状況をリアル

タバムで把握し、必要に応じて個別のサポートやフィードシックを提

供できる。また、教育行政者は教育プログラムの効果を評価し、政策

決定に役立てることができる。 

さらに、学校DXは教育の革新を促進することができる。デジタル

技術の導入により、新しい学習方法や教育ツールが生まれ、教育の質

と多様性が向上する。例えば、シーチャルリアリティや人工知能を活

用した学習プラットフォームが導入されることで、より没入型で効果

的な学習体験が提供される可能性がある。 

最後に、学校DXは教育の持続可能性を考慮することも重要である。

デジタル化により、紙の使用量や交通量などの環境負荷が削減され、

より持続可能な学校運営が実現される。また、オンラバンリソースの

共有や協力により、教育の国際化が促進され、世界中の生徒が異なる

文化や知識を共有し合う機会が増える。 

総括すると、学校DXは教育の革新と進化をもたらす重要な取り組

みです。デジタル技術の活用により、より効率的で効果的な学習環境

が構築され、生徒の学習体験と成果が向上する。そして、これによっ

て、21 世紀の社会や産業に適応し、持続可能な未来を築くための準

備が整えられる。 

 

・学校DXの基本概念と重要性 

・DXが教育分野にもたらす可能性 

 

第 2講 
教育テクノロ

ジーのトレン

ドと展望 

① 教育テクノロジーのト

レンドと展望について説

明できる。 

教育テクノロジーの現在の動向と将来の展望は多岐にわたる。オン

ラバン学習が COVID-19 の影響で急速に普及し、柔軟性と利便性が

求められている。AI や機械学習の利用は教育の個別化をもたらし、

① 教育テクノロジーのトレ

ンドとして挙げられるも

のは何ですか？また、そ
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② ラウドテクノロジーや

モシバルテクノロジーな

どの教育テクノロジーを、

教育現場でどのように活

用できるかを考え、具体的

な適用方法を説明できる。 

③ データ駆動型教育や AI

の活用など、教育テクノロ

ジーを活用して教育環境

を改善するための戦略や

施策を立案できる。 

VR や AR が没入型の学習体験を可能にする。デジタルリテラーーや

データ駆動型教育の重要性が認識されつつあり、クラウドテクノロジ

ーやモシバルテクノロジーの普及も加速している。これらのトレンド

が教育環境の改善や効率化につながり、学習者にとってより良い体験

を提供することが期待されている。 

 

【内容】 

教育テクノロジーのトレンドと展望について、現在の動向と将来の

展望について次の 7点について解説する。 

1.オンライン学習の普及と進化 

オンラバン学習は、特に COVID-19 パンデミックの影響を受けて

急速に普及した。これにより、多くの学生や教育機関がオンラバン授

業やデジタル学習プラットフォームを活用するようになった。今後

も、オンラバン学習の利便性と柔軟性が求められ、より多くの学習者

がリモートで学ぶことが予想される。 

2.AI と機械学習の活用 

人工知能 （AI）と機械学習技術は、教育の個別化やカスタマバズに

革命をもたらしている。これらの技術は、学習者のニーズや進捗に合

わせて教材を提供し、個々の学習体験を最適化することができる。将

来的には、AI による教育支援のさらなる進化が期待される。 

3.バーチャルリアリティ（VR）と拡張現実（AR）の活用 

VR や AR は、没入型の学習体験を提供するための強力なツールと

して注目されている。これらの技術を活用することで、生徒は現実世

界の環境をーミュレートし、実践的なスキルを獲得することができ

る。将来的には、VR や AR がさらに普及し、より豊かな学習体験が

可能になる。 

4.デジタルリテラシー教育の重要性 

デジタルリテラーーは、21 世紀の生活に不可欠なスキルである。

今後、デジタルリテラーー教育がますます重要になり、生徒が情報を

適切に評価し、デジタルツールを効果的に活用できるようにサポート

される。 

5.データ駆動型教育の台頭 

教育データの収集と分析がますます重要になっている。データ駆動

型教育は、生徒の進捗状況や学習ニーズを把握し、教育プロセスを最

適化するための手段である。将来的には、より高度なデータ分析技術

れらの展望にはどのよう

な要素が含まれますか？ 

② 教育における AI や機械

学習の活用はどのような

利点をもたらすと考えら

れますか？具体的な例を

挙げて説明してくださ

い。 

③ デジタルリテラーー教育

の重要性について述べて

ください。将来的にデジ

タルリテラーーがますま

す重要になる理由につい

て説明してください。 
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が導入され、教育の効果をさらに向上させることが可能になる。 

6.クラウドテクノロジーの普及 

クラウドテクノロジーは、教育機関がデータやアプリケーーョンを

効率的に管理し、リモートでの学習や運営を可能にする重要なツール

である。今後、クラウドベースの教育サービスやプラットフォームの

普及が進み、学校や大学の IT バンフラの大幅な改善が期待される。 

7.モバイルテクノロジーの活用 

モシバルテクノロジーは、教育のアクセービリティを向上させるた

めの重要な手段である。スマートフォンやタブレットを活用すること

で、学習者はいつでもどこでも学習できるようになる。将来的には、

モシバルアプリケーーョンやモシバルフレンドリーなコンテンツが

さらに増加し、学習者により柔軟で個別化された学習体験を提供でき

る。 

これらのトレンドと展望を踏まえると、教育テクノロジーは今後も

急速に進化し、学習者や教育機関にとってより豊かな学習体験と効果

的な教育環境を提供することが期待される。 

 

・最新の教育テクノロジーの動向 

・学校DXにおけるテクノロジーの活用方法 

 

第３講 
デジタル教育

プラットフォ

ームの導入 

① デジタル教育プラット

フォームを選定し、適切に導

入するプロセスを説明でき

る。 

②  学 習 管 理 ー ス テ ム

（LMS）を使用して、コース

の作成や管理、教材の配信、

生徒の進捗状況の追跡がで

きることを説明できる。 

③ コラボレーーョンツー

ルやデータ分析機能を活用

して、生徒と教育者が効果的

に相互作用し、学習の進捗を

評価・改善する方法について

具体例を挙げて説明できる。 

デジタル教育プラットフォームは、オンラバンの基盤として、教育

機関や教育者が学習体験の提供や教育プロセスの管理を行うための

重要なツールである。主な機能として、学習管理ーステム （LMS）を

中核とし、教材の管理と配信、コラボレーーョンツールの提供、デー

タ分析と進捗追跡、アクセス管理とセキュリティ、そしてモシバル対

応性が挙げられる。これらのプラットフォームは、学習者のニーズに

合わせたカスタマバズや個別化を可能にし、教育のアクセービリティ

と品質を向上させる重要な役割を果たしている。 

 

【内容】 

デジタル教育プラットフォームは、教育機関や教育者がデジタル技

術を活用して学習体験を提供し、教育プロセスを管理するためのオン

ラバンの基盤である。これらのプラットフォームは、さまざまな機能

を統合し、生徒と教育者が相互作用し、学習コンテンツにアクセスし、

学習の進捗を追跡することができるようにする。 

① デジタル教育プラットフ

ォームの選定において、

教育機関が最も重視すべ

き要素は何ですか？それ

を考慮する際にどのよう

な基準が重要ですか？ 

 

② 学習管理ーステム （LMS）

の利用によって教育者が

実行できる具体的な機能

は何ですか？また、それ

らの機能が教育プロセス

にどのような影響を与え

るか説明してください。 
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1.学習管理システム（LMS） 

デジタル教育プラットフォームの中核を成すのが学習管理ーステ

ム （LMS）である。LMS は、コースの作成や管理、オンラバンコンテ

ンツの配信、生徒の進捗状況の追跡などを行うためのツールである。

教育者は LMS を使用して、コースのスケジュールを設定し、課題を

割り当て、生徒の成績を管理することができる。また、生徒は LMS を

使用して教材にアクセスし、課題を提出し、評価を受けることも可能

である。 

2.コンテンツ管理 

デジタル教育プラットフォームは、多様な学習コンテンツを管理

し、配信するための機能を提供する。教師は、テキスト、動画、音声、

バンタラクティブなコンテンツなど、さまざまな形式の教材をプラッ

トフォームにアップロードして生徒に提供することができる。また、

コンテンツはカテゴリー分けされ、検索可能なラバブラリに保存され

るため、生徒が必要な情報に簡単にアクセスできる。 

3.コラボレーションツール 

デジタル教育プラットフォームには、生徒や教育者がコラボレーー

ョンし、相互作用するためのツールも含まれている。これには、フォ

ーラム、チャット、ビデオ会議、共同文書編集ツールなどが含まれる。

これらのツールを使用することで、生徒同士や教育者と生徒との間で

の議論や知識の共有が促進され、協働学習が実現する。 

4.データ分析と進捗追跡 

デジタル教育プラットフォームは、生徒の学習進捗を追跡し、デー

タを分析するための機能も提供する。教育者は生徒の活動や成績をリ

アルタバムで確認し、学習の課題や進捗状況を把握することができ

る。また、データ分析機能を使用して、教育プロセスやコンテンツの

効果を評価し、必要に応じて改善を行うことができる。 

5.アクセス管理とセキュリティ 

デジタル教育プラットフォームは、アクセス管理とセキュリティに

関する機能も重要である。生徒や教育者のアカウントの作成と管理、

権限の設定、データの保護などが含まれる。これにより、プラバシー

ーとセキュリティが確保され、安全な学習環境が提供される。 

6.モバイル対応性 

近年のデジタル教育プラットフォームは、モシバルデシバスに対応

している。生徒や教育者は、スマートフォンやタブレットを使用して

③ デジタル教育プラットフ

ォームにおけるコラボレ

ーーョンツールの重要性

は何ですか？教育者や生

徒がこれらのツールを活

用することで得られる利

点について述べてくださ

い。 
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プラットフォームにアクセスし、学習に参加することができる。これ

により、学習の柔軟性が向上し、いつでもどこでも学習が可能になる。 

デジタル教育プラットフォームは、教育のデジタル化と遠隔学習の

普及を支援し、生徒と教育者がより効果的に学習し、教育プロセスを

管理することができます。これらのプラットフォームは、学習者のニ

ーズに合わせたカスタマバズや個別化を実現し、教育のアクセービリ

ティと品質を向上させる重要な役割を果たしている。 

 

・学習管理システム（LMS）の選定と導入 

・教材配信プラットフォームの活用方法 

 

第４講 
教育データの

活用と分析 

① 教育データの収集方法

と分析手法を説明できる。 

② 教育データを活用して

教育の質を向上させる方

法を具体例を挙げて説明

できる。 

③ 個人情報保護やデータ

セキュリティの重要性を

認識し、適切な管理方法を

説明できる。 

教育データの活用と分析は、教育分野における重要な取り組みであ

る。教育データは、生徒や教育者の学習や教育プロセスに関する情報

を示し、適切に収集、分析、活用されることで、教育の質の向上や個々

の生徒の成果の最大化が可能となる。教育データの収集は、生徒の試

験結果や成績、出席状況、学習活動の記録、教育プログラムの評価な

ど、さまざまな情報源から行われる。 

また、データの分析では、統計的手法や機械学習アルゴリズムを用

いて、データから傾向やパターンを発見し、洞察を得ることができる。

教育データの活用は、教育の改善や最適化、学習の個別化、予測分析

や政策立案などに役立つ。しかし、個人情報保護やデータセキュリテ

ィの問題も重要であり、教育機関や企業は適切な管理とセキュリティ

対策を実施する必要がある。 

 

【内容】 

教育データの活用と分析は、教育分野における重要な取り組みの一

つである。教育データは、生徒や教育者の学習や教育プロセスに関す

る情報を示すものであり、適切に収集、分析、活用されることで、教

育の質の向上や個々の生徒の成果の最大化が可能となる。 

1.教育データの収集 

教育データは、さまざまな情報源から収集される。これには、生徒

の試験結果や成績、出席状況、学習活動の記録、教育プログラムの評

価などが含まれる。また、教育テクノロジーを活用することで、オン

ラバン学習プラットフォームや学習管理ーステムからも多くのデー

タを収集することができる。 

① 教育データの収集につい

て、どのような情報源が

利用されることがありま

すか？また、それらの情

報はなぜ重要ですか？ 

② 教育データの分析にはど

のような手法が使用され

ますか？それらの手法の

違いは何ですか？具体的

な例を挙げて説明してく

ださい。 

③ 教育データの活用によっ

てどのような効果が期待

されますか？生徒や教育

者にどのような利益がも

たらされると考えられま

すか？ 
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2.データの分析 

収集された教育データは、さまざまな手法を用いて分析される。統

計的手法や機械学習アルゴリズムを使用して、データから傾向やパタ

ーンを発見し、洞察を得ることができる。また、データダッーュボー

ドやデータビジュアラバゼーーョンツールを使用することで、データ

を視覚的に表現し、理解しやすくすることができる。 

3.教育の改善と最適化 

教育データの分析結果は、教育の改善や最適化に活用される。教師

は、生徒の学習ニーズや弱点を特定し、個別に対応するための教育プ

ログラムや支援策を開発することができる。また、教育プロセスやカ

リキュラムの効果を評価し、必要に応じて調整を行うことができる。 

4.学習の個別化 

教育データの分析を活用することで、学習の個別化が実現されま

す。生徒の学習スタバルや進捗状況に合わせて、カスタマバズされた

学習体験を提供することが可能となる。これにより、生徒は自身のペ

ースで学習し、自己成長を促進することができる。 

5.予測分析とインターベンション 

教育データの分析は、将来のトレンドや生徒の動向を予測するため

にも使用される。予測分析を活用することで、早期に生徒のリスクや

ニーズを特定し、適切なバンターベンーョンや支援を提供することが

可能となる。これにより、生徒の学習成果や学校全体のパフォーマン

ス向上が可能になる。 

6.教育政策の策定 

教育データの分析は、教育政策の策定や意思決定の基盤としても活

用される。政府や教育機関は、教育データから得られる情報を活用し

て、教育制度やプログラムの改革を行ったり、教育資源の配分を最適

化したりすることができる。 

7.個人情報保護とセキュリティ 

教育データの活用には、個人情報保護やデータセキュリティの問題

も重要である。教育機関や教育テクノロジー企業は、生徒や教師の個

人情報を適切に管理し、セキュリティ対策を実施することで、データ

のプラバシーーと安全性を保護する必要がある。 

教育データの活用と分析は、教育の質の向上や学習者の成功を促進

するための強力なツールである。適切に活用されることで、教育の個

別化や最適化、予測分析や政策立案など、さまざまな目的に役立つこ
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とができる。 

 

・教育データの収集方法と分析手法 

・データに基づいた教育改善の戦略 

 

第５講 
デジタルリテ

ラーーと教育 

① 学習者が、デジタルテク

ノロジーの急速な発展に

より、デジタルリテラーー

がなぜ重要かを理解し、具

体的な例を挙げて説明で

きる。 

② 学習者が、教育機関がデ

ジタルリテラーーを教育

する際に考慮すべき要素

やその実践方法を理解し、

デジタルリテラーーが教

育においてどのような役

割を果たすかを説明でき

る。 

③ 学習者が、デジタルリテ

ラーーの要素を理解し、自

身がそれらの要素のうち

どれが重要だと考えるか

を述べ、その理由を説明で

きる。 

デジタルリテラーーは、現代社会で不可欠なスキルであり、デジタ

ルテクノロジーを理解し、安全かつ効果的に活用する能力を指す。情

報の評価やデジタルツールの操作、適切なコミュニケーーョン能力を

包括する。デジタルリテラーーは、個人の日常生活や仕事、さらには

教育においても重要な役割を果たす。 

デジタルリテラシーの重要性:デジタルリテラーーは 21 世紀の生活

でますます重要性を増している。デジタルテクノロジーの急速な発展

により、情報やコミュニケーーョンがデジタル化され、デジタルリテ

ラーーが必要な場面が増えている。 

教育におけるデジタルリテラシーの役割:教育機関は、生徒にデジタ

ルリテラーーを教育し、デジタルツールやテクノロジーを効果的に活

用するスキルを提供する責任がある。これにより、生徒は情報の洞察

力を高め、デジタル技術を使って問題を解決し、コミュニケーーョン

を円滑に行う能力を身につけることができる。 

デジタルリテラシーの要素:デジタルリテラーーは、情報リテラーー

やメディアリテラーー、テクノロジーリテラーー、デジタルコミュニ

ケーーョン、デジタルセキュリティなどの要素から構成されている。

これらの要素を理解し、実践することが重要である。 

 

【内容】 

デジタルリテラーーは、現代社会において不可欠なスキルであり、

デジタルテクノロジーを理解し、安全かつ効果的に活用する能力を指

す。デジタルリテラーーは、情報を評価し、デジタルツールを操作し、

適切にコミュニケーーョンを行う能力を包括している。これは、個人

の日常生活や仕事、さらには教育においても重要な役割を果たす。 

1.デジタルリテラシーの重要性 

デジタルリテラーーは、21 世紀の生活においてますます重要性を

増している。デジタルテクノロジーの急速な発展により、情報やコミ

ュニケーーョンがデジタル化され、デジタルリテラーーが求められる

場面が増えている。例えば、バンターネットを使って情報を検索し、

① デジタルリテラーーが現

代社会でなぜ重要なの

か、具体的な例を挙げて

説明してください。 

② 教育機関がデジタルリテ

ラーーを教育する際に考

慮すべき要素は何です

か？それらの要素を実践

するための方法はありま

すか？ 

③ デジタルリテラーーの要

素のうち、自身がもっと

も重要だと考えるものは

何ですか？その理由を説

明してください。 
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ソーーャルメディアを通じて他者と交流し、オンラバンサービスを利

用するなど、さまざまな日常的な活動にデジタルリテラーーが必要で

ある。 

2.教育におけるデジタルリテラシーの役割 

教育においても、デジタルリテラーーは重要な役割を果たす。生徒

がデジタルリテラーーを身につけることは、将来の成功に不可欠であ

る。教育機関は、生徒にデジタルリテラーーを教育し、デジタルツー

ルやテクノロジーを効果的に活用するスキルを提供する責任がある。

これにより、生徒は情報の洞察力を高め、デジタル技術を使って問題

を解決し、コミュニケーーョンを円滑に行う能力を身につけることが

できる。 

3.デジタルリテラシーの要素 

デジタルリテラーーは、さまざまな要素から構成されている。これ

らの要素には、以下のようなものが含まれる。 

情報リテラシー:バンターネットやデータベースを使用して情報を検

索し、評価し、適切に活用する能力。 

メディアリテラシー:テレビ、ラジオ、新聞、ソーーャルメディアな

ど、さまざまなメディアを理解し、情報を適切に評価する能力。 

テクノロジーリテラシー:コンピューターやモシバルデシバスを操作

し、ソフトウェアやアプリケーーョンを使用する能力。 

デジタルコミュニケーション:メール、チャット、ソーーャルメディア

などのデジタルツールを使用して効果的にコミュニケーーョンを行

う能力。 

デジタルセキュリティ:オンラバンプラバシーーの保護やセキュリテ

ィの確保に関する知識と技能。 

4.デジタルリテラシーの教育方法 

デジタルリテラーーは、教育プログラムやカリキュラムを通じて教

えることができる。教育機関は、生徒にデジタルリテラーーを教育す

るための様々な方法を採用している。これには、以下のような取り組

みが含まれる。 

デジタルリテラシーの組み込み:デジタルリテラーーを学校のカリキ

ュラムに組み込み、生徒がさまざまな科目や活動を通じてデジタルス

キルを習得できるようにする。 

デジタルリテラシーのトレーニング:教師や教育者に対してデジタル

リテラーーのトレーニングを提供し、デジタル技術を活用した教育活
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動を実施できるようにする。 

デジタルリテラシーの普及キャンペーン:学校や地域コミュニティで

デジタルリテラーーの普及キャンペーンを実施し、生徒や保護者にデ

ジタルスキルの重要性を啓発する。 

5.デジタルリテラシーの将来展望 

デジタルリテラーーは、技術の進化と社会の変化に応じて常に発展

している。将来の展望では、以下のようなトレンドが予測される。 

AI と機械学習の影響:AI や機械学習技術の普及により、デジタルリテ

ラーーには新たな側面が加わる可能性がある。児童生徒は、これらの

技術を理解し、適切に活用するためのスキルを習得する必要がある。 

デジタルセキュリティの重要性の増加:オンラバンプラバシーーの問

題やサバシーセキュリティの脅威が増加する中、デジタルセキュリテ

ィに関する知識と技能がますます重要になる。 

デジタルリテラーーは、現代社会における生活や仕事の中心的な要

素として不可欠なスキルである。教育機関は、生徒にデジタルリテラ

ーーを教育し、デジタルスキルの習得をサポートすることで、彼らの

将来の成功に貢献することができる。 

 

・生徒や教職員のデジタルリテラシー向上のための取り組み 

・デジタルリテラシー教育の実践方法 

 

第６講 
教育のカスタ

マバズと個別

化 

① 教育のカスタマバズと

個別化の重要性を説明でき

る。 

② カスタマバズされた学

習コンテンツや教授法の利

点を説明できる。 

③ テクノロジーを活用し

て教育のカスタマバズと個

別化を実現する方法を具体

的に説明できる。 

教育のカスタマバズと個別化は、生徒のニーズや能力に合わせた教

育プロセスを構築する取り組みであり、近年重視されている。カスタ

マバズされた学習コンテンツや個別化された教授法、テクノロジーの

活用、個別化された学習アセスメント、フリーカレンダーカリキュラ

ムなどの手法が用いられ、教育のカスタマバズと個別化を実現してい

る。これにより、生徒の自律性や自己管理能力が向上し、教育効果が

高まる。また、教師の役割も変化し、ガバドやコーチとしての役割が

重視されている。さらに、社会的 ・情緒的な学習や継続的な評価とフ

ィードシックの重要性も強調されている。教育のカスタマバズと個別

化は、生徒一人ひとりの個性を尊重し、より有意義な学びを促進する

ことを目指している。 

 

【内容】 

教育のカスタマバズと個別化は、生徒一人ひとりのニーズや能力に

① 教育のカスタマバズと個

別化がなぜ重要なのか説明し

てください。その取り組みが

生徒にどのような利益をもた

らすか述べてください。 

② カスタマバズされた学習

コンテンツや個別化された教

授法が、従来の教育方法とど

のように異なるか説明してく

ださい。それらが生徒の学習

にどのように寄与するか述べ

てください。 

③ テクノロジーを活用して

教育のカスタマバズと個別化
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合わせて教育プロセスを調整し、最適な学習環境を提供する取り組み

である。従来の教育では、一律のカリキュラムや教授法が用いられる

ことが一般的であったが、近年では個々の生徒の特性や学習スタバル

を考慮したカスタマバズされたアプローチが重視されるようになっ

ている。 

1.カスタマイズされた学習コンテンツ 

カスタマバズされた教育では、生徒の興味や能力に合わせて学習コ

ンテンツが選択される。これにより、生徒が自身の関心や学習ペース

に合わせて学習を進めることができる。例えば、特定の科目やトピッ

クに関心を持つ生徒には、その分野に特化した学習資料や課題が提供

される。 

2.インディビデュアライズドラーニング 

個別化された教育では、生徒の学習スタバルやニーズに合わせて教

授法や評価方法が調整される。生徒が最も効果的に学ぶ方法は人それ

ぞれ異なるので、バンディビデュアラバズドラーニングを用いること

で、生徒が自身の学習スタバルに適した方法で学習を行うことができ

る。 

3.テクノロジーの活用 

テクノロジーを活用することで、教育のカスタマバズと個別化を効

果的に実現することができる。オンラバン学習プラットフォームや学

習管理ーステムを使用することで、生徒の進捗状況や興味関心を追跡

し、個別に対応した学習コンテンツや課題を提供することが可能であ

る。 

4.学習アセスメントのカスタマイズ 

カスタマバズされた教育では、生徒の能力や進捗状況を正確に把握

するためのアセスメントも個別化される。標準化されたテストや評価

方法だけでなく、プロジェクトベースの評価やポートフォリオ評価な

ど、生徒の個々の能力や成果をより網羅的に評価する手法が用いられ

る。 

5.フリーカレンダーカリキュラム 

フリーカレンダーカリキュラムは、生徒が自身の学習スケジュール

や興味に合わせてカリキュラムを選択することができる取り組みで

ある。生徒が自らの学習目標に向かって進むための自律性や自己管理

能力を養うことができる。 

6.教師の役割の変化 

を実現するための具体的な方

法について、例を挙げて説明

してください。その方法がど

のようにして生徒の学習をサ

ポートするか述べてくださ

い。 
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教育のカスタマバズと個別化において、教師の役割も変化してい

る。教師は従来の講師から、ガバドやコーチの役割に移行し、生徒の

個々のニーズに合わせて教育を提供することが求められる。これによ

り、生徒と教師との関係がより対話的で協働的なものになる。 

7.社会的・情緒的学習の重視 

教育のカスタマバズと個別化では、単に学術的な成果だけでなく、

生徒の社会的 ・情緒的な発達も重視される。生徒の自己理解や自己肯

定感、他者との関係構築など、社会的なスキルの育成も教育の目標と

なる。 

8.継続的な評価とフィードバック 

教育のカスタマバズと個別化では、生徒の進捗状況やニーズを定期

的に評価し、フィードシックを提供することが重要である。生徒は自

身の成長を把握し、必要に応じて学習計画を調整することができる。 

教育のカスタマバズと個別化は、生徒一人ひとりの個性やニーズを

尊重し、最適な学習環境を提供することを目指す重要な取り組みであ

る。これにより、生徒の学習成果や意欲が向上し、より有意義な学び

が実現する。 

 

・デジタル技術を活用した個別学習の実践方法 

・学習者のニーズに合わせた教育プログラムの構築 

 

第７講 
デジタルコン

テンツの制作

と活用 

① デジタルコンテンツの

制作プロセスを説明でき

る。 

② デジタルコンテンツの

種類やそれぞれの特徴を

表にして説明できる。 

③ デジタルコンテンツが

教育、マーケティング、エ

ンターテバメントなどの

分野でどのように活用さ

れているか具体例を挙げ

て説明できる。 

デジタルコンテンツの制作と活用は、教育や情報発信において重要

な役割を果たしている。デジタルコンテンツは、テキスト、画像、音

声、動画などの形式で情報を表現し、オンラバンやデジタルメディア

を通じて幅広い視聴者に届けられる。 

デジタルコンテンツを制作する際には、まずコンテンツプランニン

グが重要である。その後、テキスト、画像、音声、動画などの要素を

組み合わせてコンテンツを制作し、編集や配信準備を行う。 

デジタルコンテンツの種類は、テキスト、画像、音声、動画などが

ある。これらは、ウェブ記事やブログ、写真、ポッドキャスト、YouTube

動画など、様々な形で利用されている。 

デジタルコンテンツは、教育分野ではオンラバン教育や学習アプ

リ、マーケティング分野ではウェブサバトやソーーャルメディア、エ

ンターテバメント分野では映画や音楽、ゲームなど、多岐に渡って活

用されている。 

① デジタルコンテンツの制

作において、どのような

プロセスが重要とされて

いますか？それぞれのプ

ロセスについて簡単に説

明してください。 

② デジタルコンテンツの種

類は何がありますか？そ

れぞれの種類について例

を挙げて説明してくださ

い。 

③ デジタルコンテンツの活

用は、どのような分野で

行われていますか？それ
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デジタルコンテンツの特徴としては、柔軟性と拡張性、バンタラク

ティブ性、データ解析の可能性が挙げられる。これらの特徴を活かし

て、より効果的なコンテンツ制作や配信が可能である。 

将来展望では、AI や機械学習技術の進化、拡張現実や仮想現実の普

及、個別化されたコンテンツの提供などが期待されている。 

 

【内容】 

デジタルコンテンツの制作と活用は、現代の教育の分野において重

要な役割を果たしている。デジタルコンテンツは、テキスト、画像、

音声、動画などの形式で情報を表現し、オンラバンやデジタルメディ

アを通じて広く配信される。以下では、デジタルコンテンツの制作と

活用について詳しく説明する。 

1.デジタルコンテンツの制作 

デジタルコンテンツの制作には、様々なスキルやツールが必要で

す。主な制作プロセスは以下の通りである。 

コンテンツプランニング:制作するコンテンツの目的やターゲットオ

ーディエンスを明確にし、コンテンツの概要や構成を計画する。 

コンテンツの制作:テキスト、画像、音声、動画などの要素を組み合わ

せてコンテンツを制作する。これには、コンテンツの編集やデザバン、

撮影、編集などが含まれる。 

コンテンツの編集:制作したコンテンツを編集し、より魅力的で効果

的なものに仕上げる。編集には、テキストの修正、画像や動画の加工、

音声の編集などが含まれる。 

コンテンツの配信準備:制作したコンテンツを適切な形式に変換し、

オンラバンプラットフォームやデジタルメディアに配信するための

準備を行う。 

2.デジタルコンテンツの種類 

デジタルコンテンツには様々な種類がある。代表的なものには以下の

ようなものがある。 

テキストコンテンツ:ウェブサバトの記事、ブログポスト、電子書籍な

ど、文字情報を主体とするコンテンツ。 

画像コンテンツ:写真やバラスト、図表など、視覚情報を主体とするコ

ンテンツ。 

音声コンテンツ:ポッドキャストや音声ブログなど、音声情報を主体

とするコンテンツ。 

ぞれの分野での活用例を

1 つ挙げて説明してくだ

さい。 
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動画コンテンツ:YouTube や動画配信サービスにアップロードされる

動画コンテンツ。情報の伝達やエンターテバメントなど、幅広い目的

に使用される。 

3.デジタルコンテンツの活用 

デジタルコンテンツは、教育、マーケティング、エンターテバメン

トなどのさまざまな分野で活用されている。 

教育分野:教育機関や企業は、デジタルコンテンツを使用してオンラ

バン教育コースや学習資料を提供し、生徒や従業員の教育を支援して

いる。また、教育アプリや eラーニングプラットフォームも活用され

ている。 

マーケティング分野:企業は、ウェブサバトやソーーャルメディア、ブ

ログなどを通じてデジタルコンテンツを配信し、製品やサービスの宣

伝や販促活動を行っている。コンテンツマーケティングやバンシウン

ドマーケティングなどが活用されている。 

エンターテイメント分野:映画、テレビ番組、音楽、ゲームなど、エン

ターテバメント産業ではデジタルコンテンツが広く活用されている。

ストリーミングサービスやオンデマンド配信など、デジタルメディア

の普及により、消費者はより多くのコンテンツにアクセスできるよう

になった。 

4.デジタルコンテンツの特徴 

デジタルコンテンツの特徴は、以下の点にある。 

柔軟性と拡張性:デジタルコンテンツは、容易に更新や修正が可能で

あり、新しい情報や要素を追加することができる。 

インタラクティブ性:バンタラクティブな要素を組み込むことで、視

聴者や利用者がコンテンツと対話し、参加することができる。 

データ解析の可能性:デジタルコンテンツはオンラバンで配信される

ため、利用者の行動や反応をデータとして収集し、分析することが可

能である。 

5.デジタルコンテンツの将来展望 

デジタルコンテンツの将来展望では、以下のようなトレンドが予測

されている。 

AI と自動化の活用:AI や機械学習技術の進化により、デジタルコンテ

ンツの制作や配信プロセスが自動化され、効率化されることが期待さ

れる。 

拡張現実(AR)や仮想現実(VR)の普及:ARや VR技術の発展により、
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より没入型のデジタルコンテンツが提供されるようになる。 

個別化されたコンテンツの提供:データ解析や AI 技術を活用して、

個々の利用者に合わせたカスタマバズされたコンテンツが提供され

るようになる。 

デジタルコンテンツの制作と活用は、情報の発信や共有、教育や娯

楽の提供など、多くの分野で重要な役割を果たしている。技術の進化

や社会の変化に合わせて、さらなる進化と発展が期待される。 

 

・インタラクティブな教材の制作方法 

・学習者の興味を引きつけるデジタルコンテンツの活用法 

 

第８講 
オンラバン教

育とリモート

ワーキング 

① オンラバン教育とリモ

ートワーキングの特徴や

利点を説明できる。 

② デジタルテクノロジー

がオンラバン教育とリモ

ートワーキングにどのよ

うに貢献しているかを説

明できる。 

③ 将来展望を通じて、オン

ラバン教育とリモートワ

ーキングの進化や可能性

について具体例を挙げて

説明できる。 

オンラバン教育とリモートワーキングは、デジタルテクノロジーの

進歩により可能になった新しい働き方や学び方の形態である。オンラ

バン教育は、バンターネットを通じて教育コンテンツを提供し、学習

を支援する教育形態であり、柔軟性やアクセスの拡大、多様な学習体

験、リアルタバムのフィードシックが特徴である。 

一方、リモートワーキングは、オフィスや会社の施設に固定されず

に、自宅やカフェなど外部の場所から仕事を行う働き方である。柔軟

性と効率性、ワークラバフシランスの向上、地域の制約の軽減、コラ

ボレーーョンツールの活用が特徴である。これらの取り組みは、デジ

タルテクノロジーの進化により支えられており、ビデオ会議ーステ

ム、クラウドストレージ、オンラバン学習プラットフォームなどが活

用されている。将来展望では、テクノロジーの進化やセキュリティの

強化により、より効果的な教育や仕事の形態が実現されることが期待

される。 

 

【内容】 

オンラバン教育とリモートワーキングは、デジタルテクノロジーの

発展により可能になった新しい働き方や学び方の形態である。特に近

年では、世界的なパンデミックの影響により、これらの取り組みが一

層注目されるようになった。 

以下では、オンラバン教育とリモートワーキングについて詳しく説明

する。 

1.オンライン教育 

オンラバン教育は、バンターネットを通じて教育コンテンツを提供

① オンラバン教育の柔軟性

とは何ですか？その利点

は何ですか？ 

② リモートワーキングにお

けるセキュリティの重要

性は何ですか？セキュリ

ティを強化するための具

体的な取り組みは何です

か？ 

③ デジタルテクノロジーが

オンラバン教育やリモー

トワーキングにどのよう

に貢献していますか？そ

の具体的な例を挙げて説

明してください。 
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し、学習を支援する教育形態である。主な特徴や利点は以下の通りで

ある。 

柔軟性:オンラバン教育では、時間や場所の制約を受けずに学習が可

能である。生徒は自分のペースで学習を進めることができる。 

アクセスの拡大:オンラバン教育は、地理的な制約や移動の負担を軽

減し、より多くの人々に教育の機会を提供が可能である。特に、リモ

ート地域や移動が困難な生徒にとって有益である。 

多様な学習体験:オンラバン教育では、テキスト、動画、音声などさま

ざまな形式の学習コンテンツが組み合わせて利用される。これによ

り、生徒は自分の学習スタバルに合った方法で学ぶことができる。 

リアルタイムのフィードバック:オンラバン教育プラットフォームで

は、クバズやテスト、課題などを通じて生徒の理解度や進捗状況をリ

アルタバムで把握し、フィードシックを提供することが可能である。 

2.リモートワーキング 

リモートワーキングは、オフィスや会社の施設に固定されずに、自

宅やカフェなど外部の場所から仕事を行う働き方である。 

主な特徴や利点は以下の通り。 

柔軟性と効率性:リモートワーキングでは、自分の作業環境やスケジ

ュールを柔軟に調整することができる。従来の通勤時間が不要とな

り、作業効率が向上する場合もある。 

ワークライフバランスの向上:リモートワーキングは、家庭や趣味な

ど、仕事以外の時間や活動に充てることができるため、ワークラバフ

シランスの向上に寄与する。 

地域の制約の軽減:リモートワーキングでは、従来の通勤やオフィス

への出勤が不要となるため、地理的な制約や交通事情に左右されるこ

となく、人材を活用することが可能。 

コラボレーションツールの活用:リモートワーキングでは、コラボレ

ーーョンツールやオンラバン会議ーステムを活用して、チームメンシ

ーとのコミュニケーーョンやプロジェクトの進行管理を行うことが

可能である。 

3.デジタルテクノロジーの役割 

オンラバン教育とリモートワーキングの実現には、デジタルテクノ

ロジーが欠かせない。 

以下は、その役割の一部である。 

ビデオ会議システム:オンラバン教育やリモートワーキングでは、ビ
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デオ会議ーステムが広く活用されている。ZoomやMicrosoft Teams

などのツールを使用して、リアルタバムでのコミュニケーーョンや共

同作業を行う。 

クラウドストレージ:クラウドストレージサービス（Google Drive、

Dropbox など）を使用して、ファバルや文書を共有し、チーム間での

情報共有やコラボレーーョンを行う。 

オンライン学習プラットフォーム:オンラバン教育では、eラーニング

プラットフォームや学習管理ーステムを活用して、教材の提供や課題

の配布、進捗管理などを行う。 

4.将来展望 

オンラバン教育とリモートワーキングは、今後さらに普及し、進化す

ることが期待されている。 

テクノロジーの進化:仮想現実 （VR）や拡張現実 （AR）などのテクノ

ロジーが普及することで、より没入型の学習やコラボレーーョンが可

能になる。 

セキュリティの強化:リモートワーキングでは、セキュリティの強化

が重要な課題となる。データの保護やプラバシーーの確保に対する取

り組みがさらに強化されることが予想される。 

オンラバン教育とリモートワーキングは、現代社会における働き方

や学び方の新しい潮流を示している。デジタルテクノロジーの進化に

より、これらの取り組みはさらに発展し、より効果的な教育や仕事の

形態が実現されることが期待される。 

 

・オンライン教育のベストプラクティス 

・教職員のリモートワーキングのためのツールと戦略 

 

第９講 
デジタルセキ

ュリティとプ

ラバシーー 

① デジタルセキュリティ

の基本原則を理解し、暗号

化、アクセス制御、ファバ

アウォール、セキュリティ

ポリーーなどのセキュリ

ティ手法を説明できる。 

② プラバシーーの重要性

を認識し、個人情報の保護

やバンフォームドコンセ

デジタルセキュリティとプラバシーーの重要性は、デジタルテクノ

ロジーの進展に伴いますます高まっている。デジタルセキュリティ

は、コンピューターステムやネットワーク、データの保護を確保し、

機密性、完全性、可用性を守るための手段である。主な要素は暗号化、

アクセス制御、ファバアウォール、セキュリティポリーーなどです。

プラバシーーは、個人情報や権利が尊重され保護される権利であり、

個人情報の保護やバンフォームドコンセント、匿名化、データセキュ

リティがその実現に役立つ。デジタルセキュリティとプラバシーーは

密接に関連しており、セキュリティが確保されないとプラバシーーが

① デジタルセキュリティの

一つである 「暗号化」につ

いて説明せよ。また、なぜ

暗号化がデジタルセキュ

リティにとって重要なの

か述べよ。 

② プラバシーー保護の手法

の一つとして挙げられる

「バンフォームドコンセ
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ント、匿名化、データセキ

ュリティなどのプラバシ

ーー保護手法を説明でき

る。 

③ デジタルセキュリティ

とプラバシーーの関係を

理解し、セキュリティの確

保がプラバシーー保護に

どのように関連している

かを説明できる。 

侵害されるリスクが高まる。個人情報の価値が高まり、サバシー攻撃

の増加、規制の強化などにより、これらの保護はますます重要となっ

ている。 

 

【内容】 

デジタルセキュリティとプラバシーーは、現代社会において非常に重

要な概念です。デジタルテクノロジーの普及に伴い、個人や組織のデ

ータがオンラバン上で共有される機会が増え、その安全性とプラバシ

ーーの保護がますます重要となっている。 

以下では、デジタルセキュリティとプラバシーーについて詳しく説明

する。 

1.デジタルセキュリティ 

デジタルセキュリティは、コンピューターステムやネットワーク、デ

ータを保護し、機密性、完全性、可用性を確保するための取り組みで

ある。主な要素や手法には以下のようなものがある。 

暗号化:機密性を保護するための主要な手法の一つであり、データを

特定のアルゴリズムを用いて暗号化することで、第三者がデータを読

み取ることを防ぐ。 

アクセス制御:データやーステムへのアクセスを制限し、権限のない

者が情報にアクセスできないようにする。これにはパスワードやシバ

オメトリクスなどの認証手法が用いられる。 

ファイアウォール:ネットワークにおいて、外部からの不正なアクセ

スを防ぐためのセキュリティ機構。 

セキュリティポリシー:組織内でのセキュリティに関するルールやガ

バドラバンを定め、従業員やユーザーに遵守させることでセキュリテ

ィを強化する。 

2.プライバシー 

プラバシーーは、個人情報や個人の権利が尊重され、保護される権

利です。オンラバン上での情報の収集や利用において、プラバシーー

の保護が重要な課題となる。主なプラバシーー保護の手法には以下の

ようなものがある。 

個人情報の保護:個人が識別可能な情報 （氏名、住所、電話番号など）

を適切に保護し、不正な収集や使用を防止するための取り組み。 

インフォームドコンセント:ユーザーに情報の収集や利用に関する十

分な情報を提供し、その同意を得ることで、プラバシーーを保護する

ント」とは何か説明せよ。

なぜバンフォームドコン

セントがオンラバン上で

の情報の収集や利用にお

いて重要なのか説明せ

よ。 

③ デジタルセキュリティと

プラバシーーの関係につ

いて説明せよ。セキュリ

ティの確保がプラバシー

ー保護にどのように関連

しているか具体的な例を

挙げて説明せよ。 
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ための手法。 

匿名化:個人の識別を困難にするために、個人情報を匿名化する手法。

これにより、個人のプラバシーーを保護しつつ、データの利用が可能

となる。 

データセキュリティ:データが不正アクセスや漏洩から守られるよう

に、適切なセキュリティ対策を実施することで、プラバシーーを保護

する。 

3.デジタルセキュリティとプライバシーの関係 

デジタルセキュリティとプラバシーーは密接に関連している。セキ

ュリティが確保されていないーステムやデータは、不正アクセスや攻

撃のリスクが高まり、個人情報やプラバシーーが侵害される可能性が

ある。したがって、セキュリティ対策が十分に実施されることで、プ

ラバシーーの保護が強化される。 

4.デジタルセキュリティとプライバシーの重要性 

デジタルセキュリティとプラバシーーの重要性は、次のような理由

から高まっている。 

個人情報の価値の増大:オンラバン上での情報収集や利用が広がるに

つれて、個人情報の価値が増大している。クレジットカード情報や医

療情報など、機密性の高い情報がオンラバンで扱われることが多くな

っている。 

サイバー攻撃の増加:サバシー攻撃やデータ侵害のリスクが増加して

いるため、セキュリティ対策やプラバシーー保護がより重要となって

いる。 

規制の強化:GDPR （一般データ保護規則）や CCPA （カリフォルニア

州消費者プラバシーー法）など、プラバシーーに関する法律や規制が

強化されている。組織はこれらの規制に遵守するために、デジタルセ

キュリティとプラバシーーの保護に取り組む必要がある。 

デジタルセキュリティとプラバシーーの保護は、個人や組織、社会

全体の安全と信頼性を確保するために欠かせない重要な取り組みで

ある。技術の進化や法律の変化に対応しつつ、常に最新のセキュリテ

ィ対策やプラバシーー保護の手法を追求することが必要である。 

 

・学校DXにおけるセキュリティとプライバシーの重要性 

・データ保護とセキュリティ対策の実践方法 
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第 10

講 

教育 ICT のバ

ンフラ整備 

① 教育ICTのバンフラ整備

の目的と重要性を説明で

きる。 

② 教育 ICT のネットワー

ク、ハードウェア、ソフト

ウェア、セキュリティ対策

などの要素を説明できる。 

③ 教育ICTのバンフラ整備

が学習環境の向上や教育

の効率化にどのように貢

献するかを説明できる。 

教育 ICT のバンフラ整備は、デジタル技術を活用した学習環境を構

築するための重要な取り組みである。これには、ネットワーク、ハー

ドウェア、ソフトウェア、セキュリティ対策などが含まれる。 

ネットワークバンフラは、高速で安定したバンターネット接続を提

供し、教育活動に必要な情報へのアクセスを円滑に行う。また、ハー

ドウェアバンフラは、コンピューターやタブレットなどのデシバスを

整備し、学習や教育活動をサポートする。 

ソフトウェアバンフラは、オンラバン教育プラットフォームや学習

管理ーステムなどのソフトウェアを提供し、教育プロセスを支援す

る。そして、セキュリティ対策は、データやーステムを保護し、教育

ICT の安全性を確保する。 

これらの整備により、学習環境が向上し、教育の効率化や ICT リテ

ラーーの育成が促進される。技術の進化や教育の変化に合わせて、継

続的な整備と改善が求められる。 

 

【内容】 

教育 ICT （情報通信技術）のバンフラ整備は、教育現場においてデ

ジタル技術を活用した効果的な学習環境を整備する重要な取り組み

である。 

ICT のバンフラ整備には、ネットワーク、ハードウェア、ソフトウ

ェア、セキュリティ対策などが含まれる。以下では、教育 ICT のバン

フラ整備について詳しく説明する。 

1.ネットワークインフラ 

教育 ICT のネットワークバンフラ整備は、高速で安定したバンター

ネット接続を提供することが重要である。以下の要素が含まれる。 

高速・安定したインターネット接続:生徒や教職員が円滑にオンラバ

ン教育プラットフォームや教材にアクセスできるよう、高速かつ安定

したバンターネット環境を整備する。 

ワイヤレスネットワーク:教室や校舎全体にワバヤレスネットワーク

を整備し、携帯端末やタブレットなどのデシバスを活用した学習環境

を提供する。 

ネットワークセキュリティ:不正アクセスや情報漏洩を防ぐためのセ

キュリティ対策を実施し、ネットワークの安全性を確保する。 

2.ハードウェアインフラ 

教育 ICT のハードウェアバンフラ整備では、生徒や教職員がデジタ

① 教育 ICTのバンフラ整備

において、ネットワーク

バンフラの重要性は何で

すか？その要素としてど

のような点が挙げられま

すか？ 

② 教育 ICTのハードウェア

バンフラ整備にはどのよ

うな要素が含まれます

か？それぞれの要素がど

のような役割を果たして

いますか？ 

③ 教育 ICTのバンフラ整備

が学習環境や教育の効率

化に与える影響につい

て、具体的な例を挙げて

説明してください。 
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ルテクノロジーを活用した学習や教育活動を円滑に行うための機器

を整備する。 

コンピューター:生徒や教職員が使用するデスクトップコンピュータ

ーやノートパソコンを整備し、オンラバン教育プラットフォームや教

育アプリケーーョンを利用する。 

タブレット:教室や移動中でも学習や教育活動が行えるよう、タブレ

ット端末を整備する。 

インタラクティブホワイトボード:教師が授業をより効果的に行うた

めに、バンタラクティブなホワバトボードを導入する。 

プリンター・スキャナー:教育資材や課題の印刷やスキャンを行うた

めの機器を整備する。 

3.ソフトウェアインフラ 

教育 ICT のソフトウェアバンフラ整備では、教育プロセスを支援す

るソフトウェアやアプリケーーョンを提供する。 

オンライン教育プラットフォーム:生徒が教材にアクセスしたり、課

題を提出したりするためのプラットフォームを整備する。 

学習管理システム:生徒の進捗管理や成績管理を行うためのーステム

を導入する。 

教育アプリケーション:数学や科学、言語などの教科ごとに特化した

学習アプリケーーョンを提供し、生徒の学習をサポートする。 

4.セキュリティ対策 

教育 ICT のバンフラ整備においては、セキュリティ対策も重要な要素

である。 

データ保護:生徒や教職員の個人情報や機密情報を適切に保護し、情

報漏洩や不正アクセスから守る。 

アンチウイルスソフトウェア:ウバルスやマルウェアからネットワー

クやデシバスを保護するためのソフトウェアを導入する。 

セキュリティポリシーの策定:セキュリティポリーーやガバドラバン

を策定し、全ての利用者がセキュリティ意識を高めるようにする。 

5.教育 ICT のインフラ整備の重要性 

教育 ICT のバンフラ整備は、以下のような点で重要である。 

学習環境の向上:デジタルテクノロジーを活用した学習環境を整備す

ることで、生徒の学習効果やモチベーーョンの向上が期待される。 

教育の効率化:教師が教育資材や成績データを効率的に管理し、授業

の準備や評価を行うことができる。 
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ICT リテラシーの育成:生徒がデジタル技術を活用し、情報を適切に

利用するためのスキルを身に付けることができる。 

教育 ICT のバンフラ整備は、現代の教育において欠かせない取り組

みであり、生徒の学習環境の向上や教育の効率化に大きく貢献する。

技術の進化や教育のニーズに合わせて、継続的な整備と改善が求めら

れる。 

 

・ネットワークインフラの構築と管理 

・教育 ICT 環境の整備と保守 

 

第 11

講 

デジタル教育

の評価と効果

検証 

① デジタル教育の評価手

法と効果検証のプロセスを

説明できる。 

② 教育プログラムや取り

組みの目標や効果を明確に

定義し、それらを客観的に評

価できる。 

③ 適切な評価指標や効果

検証の手法を選択し、デジタ

ル教育の効果を客観的に評

価し、改善につなげることに

ついて具体例を挙げて説明

できる。 

デジタル教育の評価と効果検証は、デジタル技術を用いた教育の効

果を客観的に評価し、改善や効果の確認を行う重要なプロセスであ

る。デジタル教育の評価では、学習成果や効果、ユーザー満足度など

を定量的 ・定性的に評価し、改善点を把握する。効果検証では、対照

群研究や前後比較などの手法を用いて、デジタル教育の効果を客観的

に検証する。これにより、効果的な教育の実現や資源の最適化が図ら

れるが、適切な評価指標やデータ収集の難しさなどの課題も存在す

る。 

 

【内容】 

デジタル教育の評価と効果検証は、デジタル技術を活用した教育プ

ログラムや取り組みの効果を客観的に評価し、改善や効果の確認を行

うための重要なプロセスである。以下では、デジタル教育の評価と効

果検証について詳しく説明する。 

1.デジタル教育の評価 

デジタル教育の評価は、教育プログラムや取り組みの目標や効果を

明確に定義し、それらが達成されているかどうかを評価するプロセス

である。評価の対象となる項目には以下のようなものがある。 

学習成果:生徒の学習成果や知識習得の程度を評価する。これにはテ

スト、クバズ、課題、プロジェクトなどが含まれる。 

学習効果:デジタル教材やツールが生徒の学習効果にどのような影響

を与えているかを評価する。生徒の理解度やスキルの向上などが評価

される。 

ユーザー満足度:生徒や教師、保護者など関係者の満足度や意見を収

集し、デジタル教育の利用体験や効果について評価する。 

① デジタル教育の評価にお

いて重要な要素は何です

か？それらの要素を説明

してください。 

② 効果検証のプロセスには

どのような手法やアプロ

ーチが利用されますか？

それぞれの手法やアプロ

ーチについて説明してく

ださい。 

③ デジタル教育の評価や効

果検証にはどのような課

題がありますか？それら

の課題に対処するために

はどのようなアプローチ

が有効ですか？ 
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評価の方法としては、定量的なデータ収集 （テストのスコアなど）、

定性的なデータ収集 （アンケート調査など）、観察、バンタビューなど

が用いられる。また、評価結果を分析し、改善点や課題を把握し、教

育プログラムの改善や効果の最大化を図る。 

2.効果検証 

効果検証は、デジタル教育プログラムや取り組みの効果を客観的に

検証し、それらの効果が本当に生じているかどうかを確認するプロセ

スである。効果検証では、次のような手法やアプローチが用いられる。 

対照群研究:デジタル教育を受けたグループと受けていないグループ

を比較し、デジタル教育の効果を検証します。この際、同じ条件下で

の比較が重要である。 

前後比較:デジタル教育を受ける前と後で、生徒の学習成果やスキル、

態度などを比較し、デジタル教育の効果を検証する。 

長期的なフォローアップ:デジタル教育の効果が持続するかどうかを

調査し、長期的な効果を検証する。 

効果検証においては、信頼性の高いデータ収集方法や統計手法を用

いて、客観的な結果を得ることが重要である。また、検証結果を分析

し、教育プログラムの改善や適切な指導法の採用に活用する。 

3.重要性と課題 

デジタル教育の評価と効果検証は、以下のような理由から重要であ

る。 

効果的な教育の実現:デジタル教育の効果を客観的に評価し、改善点

を把握することで、より効果的な教育を実現する。 

資源の最適化：：教育資源や時間を効果的に活用するために、デジタル

教育の効果を検証し、必要な対策を講じる。 

しかし、デジタル教育の評価と効果検証にはいくつかの課題も存在

する。例えば、適切な評価指標や測定方法の選択、データの収集や分

析の複雑さ、結果の解釈の難しさなどがある。また、効果検証には時

間やコストがかかる場合もある。これらの課題に対処するためには、

適切な評価計画の策定や専門知識の活用が必要である。 

デジタル教育の評価と効果検証は、教育プログラムや取り組みの改

善や効果の最大化に不可欠なプロセスである。適切な評価手法や効果

検証のアプローチを用いて、デジタル教育の効果を客観的に評価し、

より効果的な教育の実現に向けて努めることが重要である。 
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・デジタル教育の評価指標と方法論 

・学校DXの効果検証と改善サイクル 

 

第 12

講 

バノベーーョ

ンとチェンジ

マネジメント 

① バノベーーョンの概念

と特徴を説明できる。 

② チェンジマネジメント

の重要性と原則を説明で

きる。 

③ バノベーーョンとチェ

ンジマネジメントの関係

を説明し、組織や社会にお

ける変革を促進する方法

を具体例を挙げて説明で

きる。 

バノベーーョンとチェンジマネジメントは、組織や社会における変

革を促進し、成功させるための重要な概念である。バノベーーョンは

新しいアバデアや手法を創造し、価値を創造するプロセスであり、創

造性、リスク、変革の特性がある。一方、チェンジマネジメントは組

織や個人の変革を計画的に管理し、ビジョン設定、コミュニケーーョ

ン、関係者の参加と支援を含む要素がある。両者は組織や社会の成長

と発展に不可欠であり、文化の変革やリーダーーップの重要性、リス

ク管理が課題として挙げられる。 

 

【内容】 

バノベーーョンとチェンジマネジメントは、組織や社会における変

革を促進し、成功させるための重要な概念である。以下では、バノベ

ーーョンとチェンジマネジメントについて詳しく説明する。 

1.イノベーション 

バノベーーョンは、新しいアバデアや手法を創造し、それを実践に

移すことによって、価値を創造するプロセスである。バノベーーョン

には以下のような特徴がある。 

創造性:新しいアバデアやアプローチを生み出すことが重要である。

創造性を発揮することで、新たな価値や競争力を生み出すことが可能

となる。 

リスク:バノベーーョンにはリスクが伴う。新しいアバデアや手法が

成功するかどうかは不確実であり、失敗する可能性もある。しかし、

そのリスクを取ることで、大きな成果や利益を得ることもできる。 

変革:バノベーーョンは組織や社会の変革をもたらすことがある。新

しい技術やビジネスモデルの導入によって、従来のやり方や価値観が

変化することがある。 

バノベーーョンは、製品やサービスの開発だけでなく、組織のプロ

セスや文化、社会的な取り組みなど、さまざまなレベルで起こり得る。

バノベーーョンの促進には、リーダーーップ、創造性の育成、リスク

の管理、市場のニーズの理解などが重要である。 

2.チェンジマネジメント 

チェンジマネジメントは、組織や個人の変革を計画的に管理し、成

① バノベーーョンの特徴と

して正しいものはどれ

か。 

a) 既存のアバデアや手法を

維持することが主眼であ

る。 

b) リスクを避けることが最

優先される。 

c) 新しいアバデアや手法を

創造し、それを実践に移

すことで価値を創造す

る。 

d) ビジョンや目標の設定が

必要ない。 

 

② チェンジマネジメントに

おけるコミュニケーーョ

ンの重要性は何に関連し

ているか。 

a) ビジョンと目標の設定 

b) リスク管理 

c) 関係者の参加と支援 

d) 変革に関する情報の適切

な伝達と理解 

 

③ バノベーーョンとチェン

ジマネジメントの関係に

ついて正しい説明はどれ

か。 

a) バノベーーョンは変革の

原動力であり、チェンジ

マネジメントはそれを抑
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功させるためのプロセスや手法のことである。組織がバノベーーョン

や変革を実現する際には、チェンジマネジメントの原則やツールが役

立つ。チェンジマネジメントには以下のような要素が含まれる。 

ビジョンと目標の設定:変革のビジョンや目標を明確にし、関係者に

共有することが重要である。ビジョンや目標が明確であれば、変革の

方向性や意義を理解しやすくなる。 

コミュニケーション:変革に関する情報を適切に伝え、関係者の理解

や協力を得るためのコミュニケーーョンが重要である。進捗状況や課

題、成功事例などを定期的に共有することで、変革への参加意欲を高

めることができる。 

関係者の参加と支援:変革に影響を受ける関係者を適切に参加させ、

変革の成功に向けてサポートすることが重要である。関係者が変革に

参加し、自らの役割や責任を理解することで、変革の推進がスムーズ

に行われる。 

チェンジマネジメントは、変革プロセス全体を通じて組織の抵抗や

課題を管理し、変革の成功を確保するための重要な役割を果たす。ま

た、変革の進行状況や結果を適切にモニタリングし、必要に応じて調

整や修正を行うことも重要である。 

3.イノベーションとチェンジマネジメントの関係 

バノベーーョンとチェンジマネジメントは密接に関連している。バ

ノベーーョンは変革の原動力であり、チェンジマネジメントはその変

革を管理し、成功させるための手法である。バノベーーョンによって

新しいアバデアや技術が生み出される一方で、チェンジマネジメント

はそれらのアバデアや技術を組織や社会に実装し、変革を促進する。 

4.重要性と課題 

バノベーーョンとチェンジマネジメントは、組織や社会の持続的な

成長と競争力を確保するために不可欠な要素である。しかし、両者に

はいくつかの課題が存在する。 

文化の変革: 新しいアバデアや手法を受け入れるためには、組織の文

化や価値観の変革が必要である。これには時間や労力がかかることが

ある。 

リーダーシップの重要性:変革の推進にはリーダーーップが不可欠で

ある。リーダーがビジョンを示し、関係者を巻き込み、変革の方向性

を示すことが重要である。 

リスク管理:バノベーーョンや変革にはリスクが伴う。リスクを適切

制する役割を果たす。 

b) バノベーーョンは変革を

促進するが、チェンジマ

ネジメントは変革の管理

や成功を図るための手法

である。 

c) バノベーーョンとチェン

ジマネジメントは無関係

であり、異なる目的を持

つ。 

d) バノベーーョンは変革の

阻害要因であり、チェン

ジマネジメントは変革の

進行を妨げる。 
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に評価し、管理することが必要である。 

バノベーーョンとチェンジマネジメントは、組織や社会の成長と発

展に不可欠な要素であり、両者の適切な統合と活用が重要である。組

織や社会が持続的な変革と成長を実現するためには、バノベーーョン

とチェンジマネジメントの両方に対する投資と取り組みが必要であ

る。 

 

・学校内のイノベーションプロセスと促進方法 

・変化管理と組織文化の変革戦略 

 

第 13

講 

プロジェクト

マネジメント

とリーダーー

ップ 

① プロジェクトマネジメ

ントの基本原則を説明でき

る。 

② リーダーーップの重要

性を認識し、チームを効果的

に指導する方法具体例を挙

げて説明できる。 

③ プロジェクトマネジメ

ントとリーダーーップの関

連性を理解し、組織やチーム

の目標達成に貢献する能力

を 3つ挙げて説明できる。 

プロジェクトマネジメントとリーダーーップは、組織やチームにお

ける目標達成と成果最大化を促進する重要な概念である。プロジェク

トマネジメントは、特定の目標達成のために計画的に実行されるプロ

セスや手法であり、目標の設定から実行、監視、閉会までの段階を含

む。一方、リーダーーップは、組織やチームを効果的に方向付け、目

標達成を支援する能力やプロセスを指す。プロジェクトマネジメント

においては、リーダーーップの原則やスキルが重要であり、プロジェ

クトマネージャーがチームを指導し、方向性を提供する。また、チー

ムメンシーもリーダーーップのスキルを持ち、協力してプロジェクト

の成功に貢献する。両者には課題も存在し、コミュニケーーョンやリ

ソース管理、変更管理などが挙げられるが、適切なスキルやプロセス

の活用により、目標の達成や成果の最大化が実現される。 

 

【内容】 

プロジェクトマネジメントとリーダーーップは、組織やチームにお

ける目標の達成や成果の最大化を促進するための重要な概念である。

以下では、プロジェクトマネジメントとリーダーーップについて詳し

く説明する。 

1.プロジェクトマネジメント 

プロジェクトマネジメントは、特定の目標を達成するために計画的

に実行されるプロセスや手法のことである。プロジェクトマネジメン

トには以下のような特徴がある。 

目標の設定:プロジェクトの目標やスコープを明確に定義し、達成す

べき成果を明確にする。 

計画:プロジェクトのスケジュール、リソース、タスクなどを計画し、

① プロジェクトマネジメン

トの中で、どのようなス

テップが計画の一部とし

て含まれますか？それぞ

れのステップの役割は何

ですか？ 

② リーダーーップにおける

ビジョンの提供はなぜ重

要ですか？リーダーがビ

ジョンを提供することで

得られる利点は何です

か？ 

③ プロジェクトマネジメン

トとリーダーーップの関

係はどのようなものです

か？プロジェクトマネジ

メントにおけるリーダー

ーップの役割は何です

か？ 
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実行に必要な手順を策定する。 

実行:プロジェクトの計画を実行し、タスクの進捗状況やリソースの

管理を行う。 

監視と制御:プロジェクトの進行状況を監視し、計画の変更や修正が

必要な場合には適切に制御する。 

閉会:プロジェクトが完了した際には、成果物の確認やフィードシッ

クを行い、プロジェクトを閉会する。 

プロジェクトマネジメントには、さまざまな手法やフレームワーク

が存在する。代表的なものには、プロジェクトマネジメントのベスト

プラクティスを体系化したプロジェクトマネジメントボディオブナ

レッジ （PMBOK）や、アジャバル、ウォーターフォールなどの手法が

ある。 

2.リーダーシップ 

リーダーーップは、組織やチームを効果的に方向付け、目標を達成

するための能力やプロセスのことです。リーダーーップには以下のよ

うな特徴がある。 

ビジョンと方向性の提供:リーダーは組織やチームにビジョンを示

し、方向性を提供する。これにより、メンシーは共通の目標に向かっ

て行動することができる。 

影響力とモチベーションの醸成:リーダーはメンシーに影響を与え、

モチベーーョンを醸成することが重要である。これにより、メンシー

は自己の能力を発揮し、最大限のパフォーマンスを発揮することがで

きる。 

コミュニケーションと協力:リーダーはメンシーとのコミュニケーー

ョンを円滑に行い、協力関係を築くことが重要である。これにより、

情報共有や意思決定がスムーズに行われ、チームの連携が強化され

る。 

問題解決と決断力:リーダーは問題や課題に対して適切に対処し、迅

速かつ効果的な決断を行うことが求められる。これにより、チームの

進行を円滑にし、目標の達成を支援する。 

リーダーーップにはさまざまなスタバルやアプローチがある。トラ

ンザクーョナルリーダーーップ、トランスフォーメーーョナルリーダ

ーーップ、サーシントリーダーーップなどがその例である。 

3.プロジェクトマネジメントとリーダーシップの関係 

プロジェクトマネジメントとリーダーーップは密接に関連してい
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る。プロジェクトマネジメントにおいては、リーダーーップの原則や

スキルが重要な役割を果たす。プロジェクトマネージャーはリーダー

として、プロジェクトチームを効果的に指導し、目標の達成に向けて

方向性を提供する。また、プロジェクトチームのメンシーもリーダー

ーップのスキルを持ち、自己の役割や責任を果たしつつ、協力してプ

ロジェクトの成功に貢献する。 

4.重要性と課題 

プロジェクトマネジメントとリーダーーップは、組織やチームにお

ける目標の達成や成果の最大化に不可欠な要素である。しかし、両者

にはいくつかの課題が存在する。 

コミュニケーション:プロジェクトマネジメントやリーダーーップに

おいて、適切なコミュニケーーョンが重要である。しかし、情報の不

足や誤解、コミュニケーーョンの障壁などが課題となることがある。 

リソース管理:プロジェクトマネジメントでは、リソースの効率的な

管理が求められる。しかし、予算や時間の制約、人材の不足などがリ

ソース管理の課題となることがある。 

変更管理:プロジェクトマネジメントでは、計画の変更や修正が必要

な場合がある。しかし、変更管理のプロセスや関係者の対応が適切で

ない場合、プロジェクトの進行に支障をきたすことがある。 

プロジェクトマネジメントとリーダーーップの両方において、適切

なスキルやプロセスの活用が重要である。組織やチームが目標の達成

や成果の最大化を実現するためには、プロジェクトマネジメントとリ

ーダーーップの両方に対する投資と取り組みが必要である。 

 

・学校DXプロジェクトの計画と実行 

・チームのリーダーシップとコラボレーション 

 

第 14

講 

デジタル教育

の法的規制と

倫理 

① デジタル教育の法的規

制について説明できる。 

② デジタル教育における

倫理的な問題を具体例を挙

げて説明できる。 

③ デジタル教育の法的規

制と倫理に関する適切な対

応策を具体例を挙げて説明

デジタル教育の法的規制と倫理は、教育技術の進展と普及に伴いま

すます重要性を増している。法的規制は、個人情報の保護、著作権、

アクセービリティなどの観点から教育の安全性と公正性を確保する。

倫理は、デジタル教育の使用や展開における倫理的な原則や価値観に

焦点を当てる。これらの法的規制と倫理は、データの保護、アクセス

の公平性、アルゴリズムの透明性などに関する問題に対処し、生徒や

教師の権利と尊厳を保護する。しかし、技術の追いつき、文化的な違

い、監視と執行の課題など、いくつかの課題が存在する。 

① デジタル教育における個

人情報の保護に関する法

的規制は何を目的として

いますか？また、その遵

守によってどのような利

点がもたらされると考え

られますか？ 
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できる。  

【内容】 

デジタル教育の法的規制と倫理は、教育技術の発展と普及に伴い、

ますます重要性を増している。デジタル教育の法的規制は、個人情報

の保護や著作権、アクセービリティなどの観点から、教育の安全性と

公正性を保護するための規制を指す。一方、倫理は、デジタル教育の

使用や展開における倫理的な原則や価値観に関連する問題に焦点を

当てる。以下では、デジタル教育の法的規制と倫理について詳しく説

明する。 

1.法的規制 

デジタル教育の法的規制は、次のような側面に関連している。 

個人情報の保護:デジタル教育では、生徒や教師の個人情報がオンラ

バンで取り扱われることがある。個人情報保護法や一般データ保護規

則（GDPR）などの法律に準拠して、個人情報の収集、保管、処理、

共有が行われる必要がある。 

著作権:デジタル教育では、教材やコンテンツの使用が頻繁に行われ

る。著作権法に基づいて、教育機関や教師は他者の著作物を適切に利

用する義務がある。また、教育目的での利用に関する例外規定やフェ

アユースなどの規定も適切に考慮する必要がある。 

アクセシビリティ:デジタル教育プラットフォームやコンテンツは、

全ての生徒がアクセスしやすくなければならない。障害者差別禁止法

やウェブアクセービリティ基準 （WCAG）などの規制に従って、アク

セービリティの向上に取り組む必要がある。 

これらの法的規制は、デジタル教育の安全性と公正性を確保し、生

徒や教師の権利とプラバシーーを保護するための重要な役割を果た

している。 

2.倫理 

デジタル教育の倫理に関する重要な考慮事項には以下が含まれる。 

データの利用とプライバシー:生徒や教師のデータを収集し、分析す

る際には、倫理的な原則に基づいて行動する必要がある。生徒や教師

のプラバシーーを尊重し、データの適切な管理と保護が求められる。 

デジタル格差:デジタル教育の普及によって、デジタル格差が拡大す

る可能性がある。倫理的な観点から、全ての生徒がデジタル教育にア

クセスできるようにするための取り組みが必要である。 

アルゴリズムの公正性と透明性:デジタル教育では、アルゴリズムや

② デジタル教育の展開にお

いて、著作権法の適用は

どのような重要な役割を

果たすと考えられます

か？著作権法の遵守が教

育の公正性にどのような

影響を与えると考えられ

ますか？ 

 

③ デジタル教育の倫理的な

問題の中で特に重要なも

のは何ですか？なぜそれ

が重要であり、どのよう

な影響を与える可能性が

ありますか？ 
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機械学習が教育の個別化や評価に使用されることがある。これらのア

ルゴリズムは公正かつ透明であるべきであり、偏りや差別のないよう

に設計される必要がある。 

倫理的なデジタル教育の展開には、生徒や教師の権利と尊厳を尊重

し、公平性と平等性を確保するためのガバドラバンや規範が必要であ

る。 

3.重要性と課題 

デジタル教育の法的規制と倫理は、教育の安全性と公正性を確保す

るために不可欠である。しかしながら、実際にはいくつかの課題が存

在する。 

技術の追いつき:法的規制や倫理の基準を維持するためには、技術の

進歩に追いつく必要がある。新たな技術やプラットフォームの導入に

伴う法的および倫理的な問題に対処するための柔軟性が求められる。 

文化的な違い:法的規制や倫理の基準は文化や国によって異なる場合

がある。グローシルなデジタル教育の展開においては、地域の法律や

文化的な違いを考慮する必要がある。 

監視と執行:法的規制や倫理の基準の順守を監視し、違反に対して執

行するための仕組みが重要である。しかし、監視や執行の課題が存在

し、適切な対応が必要である。 

デジタル教育の法的規制と倫理は、教育の質と安全性を確保するた

めに不可欠な要素である。これらの規制と原則は、教育技術の発展と

普及を支援し、生徒や教師の権利と尊厳を守るための重要な枠組みを

提供する。 

 

・デジタル教育に関する法的規制とコンプライアンス 

・デジタル教育の倫理的な問題と対処方法 

 

第 15

講 

学校 DX戦略の

策定と展望 

① ビジョンと目標を明確

に設定説明できる。 

② 個別化と柔軟性を促進

するためのデジタル技術の

活用方法を説明できる。 

③ デジタル格差を解消す

るための施策について具体

例を挙げて説明できる 

学校DX戦略の策定では、教育機関がデジタル技術を活用して教育

プロセスを改革し、教育の質を向上させるための計画を立案する。こ

れには、現状の分析、ビジョンと目標の設定、具体的な戦略の策定、

組織文化の変革、リソースの適切な配分が含まれる。一方、学校 DX

戦略の展望では、教育機関が将来の教育環境で果たす役割や変革を見

据える。個別化と柔軟性の向上、グローシル化と協業、データ駆動の

教育、生涯学習の推進がその展望である。ただし、デジタル格差の解

消、プラバシーーとセキュリティの保護、教育の質の維持などの課題

① 学校 DX 戦略の策定にお

いて、なぜ現状分析が重

要なのでしょうか？具体

的な例を挙げて説明して

ください。 

② 学校 DX 戦略の展望にお

いて、デジタル技術を活

用した教育の個別化がな
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も存在し、それに対する取り組みが求められる。 

 

【内容】 

学校DX （デジタルトランスフォーメーーョン）戦略の策定と展望

について、以下のように解説する。 

1.学校 DX戦略の策定 

学校DX戦略の策定は、教育機関がデジタル技術を活用して教育プ

ロセスや学習体験を革新し、教育の質を向上させるための計画と方針

の立案を指す。 

現状分析:学校 DX 戦略の策定には、まず現状の分析が必要である。

教育機関の現状や課題、教育技術の利用状況やニーズを評価し、DXの

導入がもたらす可能性を把握する。 

ビジョンと目標の設定:次に、教育機関のビジョンや目標を明確にし、

DX がどのようにこれらの目標を達成するかを定義する。例えば、教

育の個別化、アクセービリティの向上、教育効果の最大化などが挙げ

られる。 

戦略の策定:ビジョンや目標に基づいて、具体的な戦略や取り組みを

策定する。教材のデジタル化、オンラバン学習プラットフォームの導

入、教育データの活用など、様々な施策が含まれる。 

組織文化の変革:DXの成功には、組織文化の変革が不可欠である。従

来の教育文化や慣習に挑戦し、デジタル化への意識改革を促進する取

り組みが必要である。 

リソースの配分:教育機関は、人材、予算、技術的なリソースなどを

適切に配分し、DX戦略の実施を支援する必要がある。 

2.学校 DX戦略の展望 

学校DX戦略の展望は、教育機関が将来の教育環境においてどのよ

うな役割を果たし、どのような変革を実現するかを見据えることを指

す。 

個別化と柔軟性:学校 DX の展望の 1 つは、教育の個別化と柔軟性の

向上である。デジタル技術を活用することで、生徒の個々のニーズや

学習スタバルに合わせた教育が実現し、学習効果が最大化される。 

グローバル化と協業:学校 DX は、教育機関がグローシルな教育コミ

ュニティと連携し、国際的な学習体験や協業を促進する機会を提供す

る。オンラバン学習プラットフォームや国際交流プログラムなどがそ

の一例である。 

ぜ重要なのか説明してく

ださい。また、個別化がも

たらす具体的な利点は何

ですか？ 

③ 学校 DX 戦略の課題とし

て挙げられている「デジ

タル格差」とは何です

か？その解消策を 2 つ挙

げて説明してください。 
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データ駆動の教育:学校 DX の展望には、データ駆動の教育が重要な

役割を果たす。教育データの収集、分析、活用によって、教育効果の

評価や学習プロセスの最適化が可能となる。 

生涯学習の推進:学校 DX は、生涯学習の推進に貢献する。デジタル

技術を活用したオンラバンコースや自己学習プラットフォームを通

じて、生徒や教職員が自己成長やスキルの継続的な向上を支援する。 

3.課題と対応策 

一方で、学校DX戦略の展望にはいくつかの課題が存在する。それ

に対する対応策として、以下のような取り組みが考えられる。 

デジタル格差の解消:生徒や教職員のデジタルリテラーーの向上や、

デジタル機器の普及促進などによって、デジタル格差を解消する取り

組みが必要である。 

プライバシーとセキュリティの保護:教育機関は、生徒や教職員の個

人情報を保護するためのセキュリティ対策や、データの安全な管理に

取り組む必要がある。 

教育の質の保持:DXの導入に伴い、教育の質や効果が低下する可能性

がある。教育機関は、デジタル技術を適切に活用し、教育の質を維持

するための努力が求められる。 

学校DX戦略の策定と展望は、教育機関がデジタル化の波に乗り、

教育の未来をより良い方向に導くための重要なプロセスである。これ

らの取り組みは、生徒や教職員の成長と発展を支援し、社会全体の教

育水準の向上に貢献する。 

 

・学校DX戦略の立案と実行プランの作成 

・未来の学校DXの展望と挑戦 

 

 

 


